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of Junior Chamber
International

THE CREED

JCI VISION

JC 宣言 東北 JC 宣言綱領

We Believe ;
That faith in God gives meaning and purpose to human life ;

That the brotherhood of man transcends the sovereignty of nations ; 
That economic justice can best be won by free men through free enterprise ;

That government should be of laws rather than of men ;
That earth's great treasure lies in human personality ; and

That service to humanity is the best work of life.

我々はかく信じる :

 真理は人生に意義と目的を与え　人類の同胞愛は国家による統治を超越し

公正な経済は我々の自由な経済活動によってこそ果たされ

政府には人治ではなく法治が必要であり　人間の個性はこの世の至宝であり 

人類への奉仕が人生最大の使命である

To provide development opportunities 
that empower young people to create 
positive change.

To be the leading global network of 
young active citizens.

青年会議所が、行動を起こす青年の国際的ネッ

トワークを牽引する 

青年会議所は、青年が社会により良い変化を

もたらすための発展と成長の機会を提供する

JCI MISSION

日本の青年会議所は希望を

もたらす変革の起点として

輝く個性が調和する未来を描き

社会の課題を解決することで

持続可能な地域を創ることを誓う

われわれ JAYCEE は社会的・国家的

・国際的な責任を自覚し

志を同じうする者 相集い力を合わせ

青年としての 英知と勇気と情熱をもって

明るい豊かな社会を築きあげよう

われわれは新たな価値を創造

する旗手として

尊い「結」の精神を呼び覚まし

かつてない未来を切り拓くことを誓う
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わたくしたちは、花巻市民としての誇りをもち、 早池峰の

風かおる豊かな自然と文化を大切にし、 力を合わせて明る

いイーハトーブの実現をめざします。

花巻市民憲章

1. じょうぶな体を持ち　深い知性を育てます

1. すすんで働き　豊かなまちをつくります

1. ひととふるさとを愛し　世界への眼をひらきます

花巻市の花 花巻市の鳥 花巻市の木

ハヤチネ

ウスユキソウ
フクロウ コブシ

個人の修練

JC 三信条

01. 02. 03.
社会への奉仕

[ Friendship ][ Training ] [ Service ]

世界との友情
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理事長あいさつ

第66代 理事長

安部 修司
S h u j i  A b e

公益社団法人 花巻青年会議所

　公益社団法人花巻青年会議所が６５周年を迎え、この度記念誌を発刊する運びとなりましたことを心より御礼申し

上げます。また、日頃より私共の運動につきまして、多大なるご理解とご協力を賜っておりますことに、重ねて厚く

御礼申し上げます。

　花巻青年会議所は、１９５７年（昭和３２年）７月１９日、盛岡青年会議所のスポンサーのもと、祖国の復興とい

う志を抱き、青年経済人として地域を牽引せんとする強い使命感と情熱を持った先輩諸兄姉によって、全国で１２８

番目の青年会議所として設立されました。爾来６５年にわたり、地域の発展のために想いを同じくする市民の皆様並

びに関係諸団体に支えられながら、「明るい豊かな社会」を実現するとの理想を掲げ、時代と共に変わりゆく地域社会

の未来を常に見据え、率先してまちづくりやひとづくりを実践し続けた先輩諸兄姉の弛まぬ努力によって、花巻青年

会議所の運動は歩みを止めることなく今日まで受け継がれてきました。花巻青年会議所の歴史を連綿と紡いで来られ

た先輩諸兄姉へ敬意を表すとともに、多大なるご支援とご協力をいただいた皆様に衷心より感謝申し上げます。

　さて、本年度の花巻青年会議所は、「心を一つに　～敬意と感謝から共感が生まれるまち花巻の創造～」のスローガ

ンの下で運動を展開しております。２０２０年（令和２年）に始まった新型コロナウイルス感染症の世界的な流行は、

感染拡大の防止とコミュニケーションの両立を図るために、人と人との交流における行動様式に大きな変化をもたら

しました。

2022
ACTIVITY PLAN

JCI HANAMAKI 65TH ACP 04



スローガン

基本理念

共感溢れる持続可能な「誇りあるまち花巻の創造」

基本方針

一、敬意と感謝の心溢れる６５周年記念行事の開催

一、多様な価値観との出会いから生まれる多文化共生の実現

一、環境と共生する持続可能な地域の実現

一、シビックプライドの醸成と魅力発信による地域の活性化

一、未来の創り手と共に成長する青少年育成

一、多くの出会いから組織を活性化する会員拡大

一、個々の会員が成長を遂げる会員開発

記念事業の概要

このような変化の中にあって求められるのは、コミュニケーションの本質である相手を慮る心であります。互いを認

め合い、違いを尊重することで共感が生まれ、置かれた立場や考え方が違う者同士が共感で結ばれた時、個々の持て

る力を遥かに超えた大きな力となります。会員一人ひとりが互いに敬意を持って切磋琢磨することで成長を遂げ、常

に見守ってくださっている周囲の方々への感謝の気持ちを抱き、心を一つにして地域に貢献できる事業に取り組み、

私たちの地域への想いに対して市民の皆様からの共感を生み出すことで「明るい豊かな社会の実現」へと繋がると信じ、

青年会議所運動に日々精進しております。

　創立６０周年からの５年間を振り返りますと、花巻市、社会福祉法人花巻市社会福祉協議会、学校法人富士大学と

の連携協定の締結、公益社団法人平塚青年会議所との友好ＪＣ締結、ＳＤＧｓを軸とした関係諸団体とのパートナー

シップに基づく事業の構築にみられる通り、多様化かつ複雑化する地域課題の解決に向けて、様々なステークホルダー

との連携や協働を図って運動を進めてまいりました。７０周年に向けて関係諸団体とのパートナーシップを更に発展

させ、持続可能な地域社会を創造するための確かな一歩を踏み出していきたいと思います。

　結びとなりますが、「誇りあるまち花巻の創造」に向け会員一同、これまで以上に青年会議所運動に邁進して参ります。

これからも引き続き関係各位のご指導、ご鞭撻を賜ります事をお願いしますとともに、皆様の益々のご健勝とご多幸

を心よりお祈り申し上げ、創立６５周年記念誌発刊のご挨拶とさせていただきます。

　世界規模で物事を考え、地域から行動を

起こすことは、ＳＤＧｓに代表される国際

的な取り組みを行動の指針に落とし込むこ

とにつながり、地域の課題解決に対し新た

な可能性をもたらします。創立６５周年記

念事業として、異なる文化や価値観を持つ

人々との出会いを楽しみながら、自然と多

様な価値観を受け入れる柔軟性を育み、自

らの地域の文化や魅力を再認識する機会を

創出し、市民の国際交流への関心を高める

事業を予定しております。国籍を超えた人

と人との出会いから、異なる文化を持つ者

が尊重し合い共感が育まれ、多様性を活か

して共に地域の発展に貢献することで、多

文化がいきいきと共生する誰一人取り残さ

ないまち花巻の創造を目指します。
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大和田 祐輔

達増 拓也
岩手県知事

様

様

君

君

君

君

様

様

花巻商工会議所 会頭

花巻市長

花巻 JC シニアクラブ 会長

公益社団法人 日本青年会議所
第 71 代 会頭

公益社団法人 日本青年会議所
東北地区協議会 会長

公益社団法人 日本青年会議所
東北地区岩手ブロック協議会 会長

一般社団法人 盛岡青年会議所

理事長

祝　辞

上田 東一

高橋 豊

髙橋 典克

中島 土

阿部 徹

及川 貴也

CONGRATULATORY 
MESSAGE
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　公益社団法人花巻青年会議所の創立６５周年、誠におめでと

うございます。

　昭和３２年の設立以来、「明るい豊かな社会」の実現を掲げ、

花巻市の健全な発展に貢献いただいておりますことに、歴代理

事長はじめ会員の皆様へ改めて感謝申し上げます。

　昨今の新型コロナウイルス感染症の感染拡大が、市民生活や

経済活動に大きな影響を与える中、花巻青年会議所の皆様には、

いち早く手指消毒液や市内障がい者就労支援事業所で作成した

手作り布マスク等を寄贈いただくなど、市内の子どもたちをは

じめ市民の感染防止につながる心強い支援をいただいておりま

す。

　市といたしましては、今後も新型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止をはじめ、地域医療の確保と子育て支援、定住促進

対策、市街地活性化対策、産業団地整備と雇用環境の充実、農

業と集落を守る対策等を重点的に展開してまいります。

　市民の命と暮らしを守り、若い人たちが帰ってきたい、住み

続けたいと思う花巻をつくりたいという思いは、皆同じと考え

ておりますので、青年会議所の皆様には未来を見据え、時代の

変化に対応しながら、花巻市をより良いまちとしていくための

様々な取り組みを今後も期待しております。

　 結びに、花巻青年会議所の今後ますますのご発展と会員皆様

のご活躍を心からお祈り申し上げ、お祝いの言葉といたします。

　公益社団法人花巻青年会議所が創立６５周年を迎えられまし

たことを心からお祝い申し上げます。

　花巻青年会議所におかれましては、昭和３２年に設立されて

以来、「明るい豊かな社会」の実現のため、「わんこそば全日本

大会」や「イーハトーブフォーラム花火大会」の運営など、地

域社会の発展や若者の健全育成に係る事業等に幅広く取り組ま

れており、地域とともに歩み、大きな成果を挙げられているこ

とは、歴代の理事長を始め会員の皆様の熱意のたまものであり、

深く敬意を表します。

　平成２３年の東日本大震災津波から１１年が経過しました。

会員の皆様からは、災害からの復旧・復興に向け、多大なお力

添えをいただきましたことに、改めて厚く御礼申し上げます。

　県では、「いわて県民計画（２０１９～２０２８）」で、「東日

本大震災津波の経験に基づき、引き続き復興に取り組みながら、

お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて」を基本目標に掲げ、

切れ目のない復興を進めていくとともに、新型コロナウイルス

の感染拡大防止を図りながら、観光、物産を始めとする本県の

魅力を改めて国内外にＰＲするなど、地域経済の活性化を進め

てまいります。

　皆様には、今後とも、地域の発展や次世代の育成のため、若

い力と行動力で、共にまい進くださることを心から期待してお

ります。

　結びに、公益社団法人花巻青年会議所が、創立６５周年を契

機として、新しい時代へ向けて更なる飛躍を遂げられますこと

を御期待いたしますとともに、会員の皆様の御健勝を祈念いた

しまして、お祝いの言葉といたします。

達増 拓也 上田 東一
岩手県知事 花巻市長

Takuya Tasso Toichi  Ueda

様 様
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　花巻青年会議所創立６５周年まことにおめでとうございます。

厳しい経済環境の中で会員拡大に努め、岩手県内トップの会員数

を有し、積極的な活動を続けておられることに対し、敬意を表し

感謝を申し上げたいと思います。

　私も OB の一人ですが、第２２代嶋啓視理事長の年に入会し、

２８代理事長を務め、３１代佐藤良介理事長の年に卒業致しまし

た。入会２年目、日本ＪＣアカデミー委員会に出向しましたが、

その年の全国大会は沖縄で本土復帰からまだ７年目の年でした。

釜石ＪＣとは、花巻がスポンサーＪＣということで、毎年交流を

重ねたことは楽しい思い出です。卒業年度に３０周年実行委員長

を受け、忙しい中にも充実したＪＣライフを送らせて頂きました。　

　私はＪＣ時代に先輩たちと共に商工会議所１号議員に立候補し

て、はや４０年が経過しました。国の内外共に困難な時代になり

ましたが、松下幸之助の「青春」を心の支えとしております。「青

春とは心の若さである。信念と希望にあふれ勇気にみちて日々新

たな活動を続ける限り、青春は永遠にその人のものである。」

二度とない「今」を大切に、国と地域を愛し、若さとネットワー

クを活用し、自己の可能性発見の旅を続けて頂きたいと思います。

花巻青年会議所の益々のご発展と会員各位のご活躍を祈念し祝辞

とさせて頂きます。

高橋 豊 髙橋 典克
花巻商工会議所 会頭 花巻 JC シニアクラブ 会長

Yutaka Takahashi Norikatsu Takahashi

様 様

　青年会議所の活動はいつの時代でも高いアンテナを張り巡らせ

て時代の一歩先を行く活動をしてきたのではないかと思います。

現在の「ＳＤＧｓ」への取り組みが我々の時代では「もったいな

い運動」であったのだと思います。

　心に残る事業もあります、それは私が理事長を務めた年の「岩

手県議会議員候補者による公開討論会の開催」や「環境問題を提

示するためのダイオキシン測定事業」です。当時、岩手県で初め

て花巻ＪＣが挑んだ事業でしたし、地域にインパクトを与えるよ

うな事業であったと思いますしメディアにも大きく取り上げられ

たことを記憶しています。

　現役の皆さんの益々の活躍を祈念して祝辞とします。

今後の花巻青年会議所に期待すること

　近年の花巻青年会議所の会員数には目を見張るものがありま

す。県内の会議所の中でも会員拡大が際だっており大変素晴らし

いことだと思います。是非とも今まで以上に会員数の拡大と会員

が情熱を持ってＪＣ運動に関わって卒業後もまちづくりのど真ん

中で活躍していく後輩を輩出して頂きたいと思っています。シニ

アクラブは皆さんを歓迎いたします。
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中島 土 阿部 徹

公益社団法人
日本青年会議所第 71 代 会頭

公益社団法人
日本青年会議所 東北地区協議会 会長

Tsuchi  Nakashima Toru Abe

君 君

　公益社団法人花巻青年会議所が創立６５周年を迎えるにあたり、

東北地区内会員会議所を代表して心からお慶びを申し上げます。

　貴青年会議所におかれましては、元祖わんこそば全日本大会や

イーハトーブフォーラム花火大会の開催など、青年会議所運動を

通して、貴地域に多くの価値を創出してこられました。最近では

地元の高校生と連携した事業により、地域住民の心に寄り添った

運動を絶え間なく継続し、花巻のシビックプライドを高めてこら

れました。これも偏に歴史を紡いでこられた諸先輩方のご尽力は

もとより、安部修司理事長をはじめメンバーの皆様の熱意の賜物

であり、６５年の長きにわたるご尽力に対して深甚なる敬意を表

し、お祝いの言葉といたします。

今後の花巻青年会議所に期待すること

　いまの時代に求められる新たな価値を見い出し、市民とともに

花巻の未来を創造し、希望に満ちあふれた地域を創ろうとする活

動について、今後さらに充実していくようご期待申し上げます。

　さらに、この度の創立６５周年を契機として、今後とも若者な

らではの視点とアイディアと実行力で、愛する地域に共感の輪を

生み出し、持続可能な地域づくりのため、ご尽力を賜りますよう

お願い申し上げます。

　公益社団法人花巻青年会議所の皆様、創立６５周年、誠におめで

とうございます。

　本年度、安部修司理事長のもと「心を一つに～敬意と感謝から共

感が生まれるまち花巻の創造～」を掲げられ、社会課題に対し、多

くの持続可能な仕組みをつくる運動を展開される事と存じます。

　貴青年会議所は本年、国内１２８番目のＬＯＭとして創立６５周

年を迎えられます。

これまで長年に渡り、日本青年会議所へ、素晴らしい人財をご輩出

下さっておりますことに衷心より感謝申し上げますとともに、青年

会議所運動を通して、貴地域に多くの価値を創出して来られたこと

に対しまして、心より敬意を表します。

　日本青年会議所と致しましては、「まちにより良い変化をもたら

し愛が溢れる国をつくる」を基本理念として掲げ、各地青年会議所

と手を携え、皆様のまちをより良くするための運動を展開してまい

ります。引き続き深いご理解とご支援をお願い申し上げますととも

に、私共を大いにご活用頂ければ幸いです。

　結びに、６５周年の大切な節目の年に、貴青年会議所のさらなる

ご発展、並びに地域において素晴らしい運動の成果を出されること、

さらに、現役会員、先輩諸氏の皆様にとって実り多き一年となられ

ますことを心よりご祈念申し上げます。
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及川 貴也 大和田 祐輔

公益社団法人 日本青年会議所
東北地区岩手ブロック協議会 会長

一般社団法人
盛岡青年会議所 理事長

Taka ya Oikawa Yusuke Owada

君 君

　公益社団法人花巻青年会議所が創立６５周年を迎えられました

こと、心よりお慶び申し上げます。平素より、公益社団法人日本

青年会議所東北地区岩手ブロック協議会の運動に多大なるご理解

とご協力をいただいておりますことに深く感謝申し上げます。

　貴青年会議所におかれましては、甚大な被害をもたらした東日

本大震災の翌年から開催した３ＬＯＭ合同事業の光景は今でも鮮

明に記憶しております。

　本年度は安部修司理事長が掲げる、「心を一つに～敬意と感謝か

ら共感が生まれるまち花巻の創造～」のスローガンのもと地域の

リーダーとして、持続的なインパクトを地域社会に与える運動が

展開されますことを心よりご期待申し上げます。

　結びとなりますが、花巻青年会議所の更なるご発展とメンバー

のみなさまのご多幸とご健勝をご祈念申し上げ、お祝いの言葉と

させていただきます。

今後の花巻青年会議所に期待すること

　花巻青年会議所におかれましては、時代の潮流を的確に捉え、

力強いリーダーシップのもとに６５年という、これまで築き上げ

てこられた歴史を礎としてさらにより良いまちづくりを行ってい

ただきたく存じます。そして、持続可能な花巻の実現のために、

会員のみなさまが一丸となり、地域に根差し、地域を想い、地域

のリーダーとして挑戦され、社会をより良く変える起点となる運

動を展開されますことを心よりご期待申し上げます。

　公益社団法人花巻青年会議所が創立６５周年を迎えられました

こと、心よりお慶び申し上げます。１９５７年の設立以来今日に

至るまで長きに亘り地域の発展のために運動を続けてこられまし

た先輩諸氏の皆様のこれまでのご功績と、その志を受け継ぎ市民

意識変革運動を展開され続けておられます現役会員の皆様に深く

敬意を表します。

　本年は安部修司理事長の掲げる「心を一つに～敬意と感謝から

共感が生まれるまち花巻の創造～」のスローガンのもと「６５周

年記念事業」「イーハトーブフォーラム花火大会」をはじめとする

事業が展開され、花巻の皆様の心が一つになり共感が伝播される

ことを想像すると胸が高鳴ります。

　これからも互いを高め合いながら志を同じくする仲間として絆

を深め、互いの住み暮らしているまちを明るく照らす起点となる

べく共に行動していきましょう。貴青年会議所の皆様の今後益々

の飛躍とご活躍をご祈念申し上げ、お祝いの挨拶とさせていただ

きます。

今後の花巻青年会議所に期待すること

　貴青年会議所は、花巻における明るい豊かな社会を実現するた

め、花巻市、社会福祉協議会、富士大学との連携によって地域の

課題解決に包括的に取り組む姿勢や、コロナ禍において地域を慮

る迅速且つ的確な行動力に、私たちは深く感嘆いたすとともに勇

気や情熱を与えられています。

　節目を迎えられた貴青年会議所がますます発展されるとともに、

英知と勇気と情熱をもって行動され、地域の明るい未来に向けて

前向きな変化を起こす運動を展開されることを祈念申し上げます。
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花巻青年会議所

歴代理事長紹介

60TH

1957~2016

花巻青年会議所は全国で 128 番目の青

年会議所として設立されました。

社会情勢や地域を取り巻く課題は刻一

刻と変化していますが、奉仕の精神を

持ち、率先して行動することにより地

域の未来を切り開いていくことは、創

始から変わることのない使命です。

良き仲間と出逢い、リーダー育成から

社会開発・まちづくりを推進してきた

花巻青年会議所の軌跡をたどります。

HISTORY
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1957

1926~1988

1958

1959

1960

1961

1962

1963

昭 和

会費も乏しく、やりくりが苦しいために計画もほとんど座礁してしまった。盛
岡ＪＣがスポンサーとなり素朴ながら 2 度目の認証式を行った。会員数 35 名
での再スタートとなった。借入金も返済し次年度へバトンタッチした。

「絆天クラブ」「市青連」「経済同友会」等のメンバーによって設立された青年
会議所は、徐々に組織的な基盤を作っていった。

この年から賛助会員制であったものを、会員実費制とした。月 100 円の会費を
500 円に上げ赤字解消を図った。少数精鋭となったが、奮起して持ち越した年
であった。

当時、花巻市内商家若手の勉強と親睦の場として「絆天クラブ」というものが
あった。この集まりを組織化しようと気運が高まり、全国で 128 番目の青年会
議所として、4 月 17 日に設立した。

昭和 32 年 / 西暦 1957 花巻青年会議所設立

無医村診療活動、青少年教育問題を考える年として、市内豊沢部落に無医村
診療を開設した。また、文化面でも毎月 1 回勉強会を行った。水沢ＪＣの認
証式を担当した。
理事長がシドニー国際会議に参加した。

赤字を解消して、初めて花巻青年会議所基金を計上することができた。
一関で行われた地区大会に大挙して出席。これが対外的な活動の始まりだった。

岐阜で開催された第 11 回全国大会に出席。

渡辺 恭三

箱﨑 秀夫

川村 勝政

川村 勝政

小田島 實

平賀誠之助

平賀誠之助

第 4 代理事長

第 2 代理事長

第 3 代理事長

初代理事長

第 7 代理事長

第 5 代理事長

第 6 代理事長
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1964

1965 1969

1966 1970

1967 1971

1968

「コミュニティ・デベロップメント」を旗印に、青年らしい感覚と角度で地域
社会にＪＣ運動をと、昭和 32 年に燈された細やかな灯を、巨大なエネルギー
の灯として、創立 10 周年記念式典が盛大に行われた。
この年、社会開発委員会が設立された。

第 5 空軍黒人ジャズバンドによる、第１回日米ジャズフェスティバルを開催し、
益金を花巻市に寄贈した。市民会館建設運動や交通指導に協力して対外的に表
彰された。公的な役職に花巻ＪＣから必ず一人代表を送るようになった。

第 2 回日米ジャズフェスティバルの益金を文化会館建設の一部として花巻市
に寄贈した。社会開発事業のアンケート調査に着手。
若手会員を対外的活動に積極的に参加させる方向に向かった。
京都でのＪＣＩ世界会議に 10 名近く出席した。

東北地区協議会に積極的に出掛けた。また、全国組織にも目を向け、花巻青
年会議所の存在を知らせた。自衛隊に 1 日体験入隊を果たした。
理事長が初のＪＣ個人賞に輝いた。

「会員の自己開発と連帯感の昴揚をはかり、着実な運動を通じてＪＣの理念を
地域社会に浸透させよう」と、内部の充実図る。

「みんなで考えよう！新幹線問題を」と広域都市も踏まえ考えた。
釜石青年会議所設立に初めてスポンサーＪＣとして携わった。
日本青年会議所 20 周年。

日米安保条約自動延長のこの年、日本の安全と防衛をテーマに政治討論会を
開催した。
市民アンケート集計編纂「明日のかけ橋」の発行、交通安全パレードへの参
加など、市民の中のＪＣを確立した。釜石へＪＣ拡大交渉を開始した。

統一ＪＣデーでは、講師に無着成恭氏をお迎えし、教育文化講演会を開催した。
第 3 回ＪＣチャリティーショー、米第 5 空軍吹奏楽団が好評。
前年の釜石への拡大交渉を受けて、特別拡大委員会を設置し、釜石ＪＣ設立
のために積極的に活動した。

ＪＣ 10 周年後の再スタートの年。会員のより強い「和」、自己人間開発と社
会開発の 2 本の柱を中心に事業計画が進められた。例会には、評論家の江藤
淳氏、元日本ＪＣ会頭辻兵吉氏のほか、多くの大物ゲストをお招きし、ＪＣ
の再認識とレベルアップを図った。自衛隊の 1 日体験入隊。市民アンケート
調査を始めた。

二之湯隆夫

佐藤日出見

高橋 光三

高橋 文吉

高橋 均

高橋 貞雄

小田島孝四郎

瀬川 忠吉

第 11 代理事長

第 9 代理事長

第 10 代理事長

第 8 代理事長

第 15 代理事長

第 13 代理事長

第 14 代理事長

第 12 代理事長
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1972

1973

1974

1975

1976

1977

1978

1979

「小さなだんらん、大きな幸せ “ 教育は親子の対話から ”」のスローガンのもとに、
親子ハイキング・青少年キャンプ大会・親子音楽祭・・・とシリーズ的に各事
業が展開された。
ＪＣデー統一行事の推進により、初の全国褒賞を受賞した。

第１回びっくり市を開始した年である。益金にて花巻市に卓球台４台を寄贈した。
新幹線停車実現のために１１人で三木副総理と国鉄総裁へ陳情。
商工会館の中に我々のＪＣルームが設置され、１２月２６日付をもって正式に社
団法人花巻青年会議所として誕生した。

びっくり市の益金で市立図書館へ児童図書 575 冊を寄呈した。
豊沢野外活動センターで第 1 回青少年キャンプ大会を開催。

「何事をやるにもお互いの信頼と和がなければならない」と云う考えの基に運営
方針とし、会員の拡大を図り、目標とした新入会員 10 名入会を達成した。

15 周年記念式典を一つのピリオドと考え、参加型ＪＣを目指し、開発室、総務
室に統括した縦割りの組織に同好会という横割りの組織を加えるという新しい
試みを行った。
講演会・未来図画展などを中心事業とした。

日本経済の大きな変化の中で、東北の位置は？岩手は？そして花巻は？花巻は
これからの高速交通時代に対応できるのか？大型店の進出をはじめ流通経済の
激変にどう対処するか？などのテーマを念頭におきながら、一歩一歩確実に事
業をこなして、「活力ある JC メンバー、活力ある JC 運動をめざそう」と呼び
かけた。

創立 20 周年記念式典が文化会館において、盛大に開催された。記念事業とし
て西大通りに県や市の協力のもとに、メンバー手作りの「花巻アスレチック公
園」が完成し、市長の他多数の来賓を迎え盛大にオープンした。記念事業の森
田公一チャリティーショーも大成功に終わり、公園建設の大きな基金となっ
た。

JC 運動も初心に返り、総花的な事業展開はひかえ、内部の充実を図ることを
基本に考えた。山形での東北地区会員大会では創立 20 周年記念事業として完
成した「花巻アスレチック公園」で、最優秀賞を受賞した。更に全国美化運動
の一環である全国整備促進協議会の席上で、名誉ある建設大臣賞を受賞した。

昨年に引き続き教育問題を重点に取り上げ、青少年のキャンプ大会のプログラ
ムの中に「ミニ LIA」を組み入れて子供達に LIA の実践指導を行った。

「ミニ LIA」の推進により 2 年連続全国褒賞を受賞した。

狩野 豊

笹木 博

佐藤 嘉信

佐藤 秀一

熊谷 隆視

宮川多久保

嶋 啓視

川村 尚武

第 19 代理事長

第 17 代理事長

第 18 代理事長

第 16 代理事長

第 23 代理事長

第 21 代理事長

第 22 代理事長

第 20 代理事長
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1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

21 世紀の花巻地域社会の青写真を作成し展望するという使命に燃えた年。他団
体との交流も活発化し、誘致企業や若手市議会議員・マスコミ・各ボランティ
ア団体等との懇談会をはじめ、多くの話し合いの場がもたれた。広く市民との
接点を見出していくという主旨のもと、第 1 回花巻市民祭も開催された。

花巻 JC は対外的な評価も高まり、時流に即応し市民生活に密着した活動展開が
望まれてきた。第 29 回東北地区会員大会を主管し、2200 名の登録者数で成功
裡に終わった。大会の運営を通じて会員相互の連帯が深まった。継続事業の見
直しも図り、初めてマネージメントゲームを試み大きな成果を得た。

創立 25 周年を迎え「やがて来る 21 世紀への明るい豊かな街づくりの出発点に
しよう」とメンバー全員で誓い合った。25 周年記念事業として「明日の街づくり」
のテーマで懸賞論文を募集し、その論文を元に藤田花巻市長との懇談会を初め
て試みた。

「教育・育児相談」の開設や「花巻童話祭」などの開催に全力を注いだ。

会員数が 100 名を超え、昭和 20 年生まれ以降の会員が多数を占めるようになる
とともに、会員資質の均質化する反面、多様化する会員意識の中での運営となっ
た。100 名超の会員の中でも更に有望な新たな人材を析出し、会員としての基
本的な資質向上を企りながら、連帯感を生み出して行こうとした 1 年だった。

創立 30 周年の年。記念事業として「ラブロード運動」を実施。まちを良く知り、
まちの良さを発見し、まちに誇りと愛着を持ち、まちの特性を活かしたまちづ
くりを目指した。市民の間に大きな反響を呼んだ。ひゃっこ坂のふくろうの街
路灯が印象的。青少年キャンプ大会、親子市内史跡めぐり、釜石 JC 交流会など
を行った。

新幹線新花巻駅開業。JC メンバーもパレードに参加し喜んだ。
ポーランドサーカスを招聘し、幼児・障害者の方・老人ホームの方などにも呼
びかけて公演を楽しんでいただいた。
市民祭を通じて他団体との交流も深め市内７農協の青年部連合会結成のきっか
けとなり、その功績が高く評価された。

岩手ブロック協議会の各事業が花巻で多く開催され、活気のある 1 年であった。
各委員会の相互協力により素晴らしい事業展開ができ、メンバーの意思疎通が
深まった。長年、先輩諸兄が手掛けてきた集大成として、宮澤賢治記念館へ「ふ
くろうの像」わたぼうし農場へ「除雪機」を寄贈した。

花巻に生まれ、生活している事に誇りと責任を抱き、会員である前に一市民と
しての市民のニーズを一緒に考え、また企業人として地域経済の発展に貢献し、
親として子供達に 21 世紀を支える熱い血の通った独立心のある青年に成長し
ていく事を基本として、第 1 回新春放談会をはじめ、各事業で大きな成果を上
げた。

三田 望

奥山 隆

高橋 溥芳

佐藤 良介

坂本 明義

高橋 豊

藤本 純一高橋 靖忠

第 27 代理事長

第 25 代理事長

第 26 代理事長

第 24 代理事長

第 31 代理事長

第 29 代理事長

第 30 代理事長

第 28 代理事長
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1988

1989

1990

1991

1992

1993

1994

平成

JC 運動の本質を見極め、地域の理解を得られる青年会議所活動を模索した。昨年
からの「ラブロード運動」で舘坂に２灯目の街路灯を設置し、花巻市へ寄贈した。「第
1 回わんぱく相撲」が行われた。他に「アスレチック公園清掃」、「国際交流キャン
プ」「釜石交流」「スキー交流会」などを行った。

花 巻 J C で は 伝 説 化 し て い る 花 巻 球 場 で の「松山千春コンサート」を開催した。
他に、D51 を走らせた「ロマン銀河鉄道」「花巻市国際化シンポジウム」「第 2 回
わんぱく相撲」を行った。

我々の固定観念を捨てるため「子供サミット」を開催し個性あるまちの活性化への
起爆剤とした。「子供フェステバル」「ロマン銀河鉄道」「プラットホーム協会の設立」

「メルヘン歩道の推進」などを行った。

初めて JC 主催のフリーマーケットが開催され、大盛況を博した。「子供サミット」
では豊沢ブナ林を視察し子供達が自然と親しんだ。スイスのフリブールとの交流も
始まった。他に「ロマン銀河鉄道」「第 4 回わんぱく相撲」などを行った。

創立 35 周年を機に、「地域将来ビジョンづくり」に組織をあげて取り組んだ。内部
的な継続事業を排除し、ビジョンづくりに集中した。作成したビジョンをもとに市
民とのシンポジウム「THE HANASUKADARI HANAMAKI」を開催し「本音の語り合い」
をした。

まちづくりの４つのこころ「人間尊重・自然との共存・歴史との対話・世界との友情」
を基本理念に掲げ地道に市民運動を展開し活動した。「太田油脂問題アンケート」を
市長へ報告し、「北海道南西地震募金」「市民会議の推進」などを行った。

JC の全国大会が盛岡で開催されわんこそば大会で盛り上げた。花巻市制 40 周年や
平塚市 10 周年を記念し、平塚・川崎 Jr チームを迎え「フレンドリーサッカー大会」
を開催した。「環境問題意識アンケート」「フリーマーケット」「わんぱく相撲」を開
催した。

●スローガン

ワクワク・ドキドキ・チャレンジする

JAYCEE 新たな花巻（まち）の創造に向かって

●スローガン

笑顔が似合う ナイス HANAMAKI ナイス JC

バージョンアップ 1990

●スローガン　悠々と黙々と

●スローガン

今、夢をビジョンに！！

●スローガン　変革への挑戦！！

●スローガン

新世紀に羽ばたけ！夢見る若者！

菊池 巖

久保田浩基

遠藤 道

平賀陽一郎

佐藤 弘之

照井 雄一

笹木 賢治

第 32 代理事長

第 33 代理事長

第 34 代理事長

第 35 代理事長

第 36 代理事長

第 37 代理事長

第 38 代理事長

1989~2018
花巻青年会議所設立から 30 余年、新時代へ
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1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

西暦 2000 年代

MILLENNIUM

阪神淡路大地震が発生した直後から街頭で募金活動。24 時間風呂を避難所へ寄贈
に出掛け、被災小学生 10 名を受け入れた。

「イーハトーブジュニアスクール」を立ち上げ、新たな継続事業となった。

創立 40 周年を迎えたこの年「おたがいさまの心でたすけあいのあるまちづくり」
をテーマとして継続事業の「イーハトーブジュニアハイスクール」を３講座行った。
福祉マップの作成、骨髄バンクへの理解を求めた大谷貴子氏の講演会。高齢社会体
験ミッションなどの様々な取り組みを行った 40 周年記念公演では「住民が選択し
た町の福祉」と題して秋田県鷹巣町助役の講演と映画上映を一般公開で開催した。

「イーハトーブジュニアスクール」を開催し市内企業訪問を行い「キャップハンディ
の疑似体験」「まちづくりサミット」ネットワーク地球村代表の高橋義之氏により
地球環境問題について講演会。現職衆議院議員により「地域主権と地方分権」に関
する講演。「地域主権」「環境問題」「ボランティア」「青少年育成」の４つのテーマ
で分科会を行い今後のまちづくりの方向性を模索し、行動指針を示すことができた。

「トップリーダーに聞く 21 世紀のまちづくり」と題して県議会職員選挙立候補予定
者らによる公開討論会を開催した。花巻まつりの原点を探り、鯨まつりの山車作り
を通じて「イーハトーブコミュニティースクール」を行った。地球問題「ダイオキ
シン計測実験」などを行い環境問題への関心の高さをうかがえた。

宮澤賢治生誕百年の年。岩手ブロック会員大会の主管で、更に花巻地域に注目を集
めた。翌年の 40 周年の準備も始まった。花火で有名なイーハトーブフォーラムへ
の参加や「イーハトーブジュニアスクール」の開催、「第 9 回わんぱく相撲」を行った。

市民主権型まちづくり事業「桜町公園リフォーム事業」を行った。広域連携や広域
合併問題を様々な観点から模索し、岩手中部や胆江地区でのアンケートなどで市民・
住民の意識調査を行った。10 年間にわたる花巻 JC の方向性を「2000 年代運動指針」
として発表した。

社会経営に寄与できるよう「社会企業家」の創造に取り組んだ環境問題にかかわる
「アイドリングストップ運動」を行った。岩手県増田知事をお招きし住民と行政が

本当に住みやすいまちの創造に向けた取り組みや広域連携、広域合併について講演
を行った。４LOM 合同例会を開催した国際交流事業「イーハトーブ・インターナショ
ナル・ジュニアハイスクール」を開催した。

●スローガン

明るく楽しく元気良く青年らしい発言と行動をそし

て今日より明日、ちょっとづつよくなろう！

●スローガン

ひとりひとりが創る夢のある花巻！

●スローガン

創意工夫を怠らず勇気をもって行動！

●スローガン

パートナーシップで創りあげよう！

新しいまちづくり！

●スローガン

発言に責任を、行動に理念を いでよ革命児

●スローガン

おこせ！グランド・ウェーブ

ひとりの小さな行動から

●スローガン

強く、逞しくなろう！次代と共に

黒川賢太朗

阿部 一郎

高橋 哲哉

高橋 典克

藤村 弘之

佐藤 義治

宮川 昌之

第 39 代理事長

第 41 代理事長

第 42 代理事長

第 43 代理事長

第 40 代理事長

第 44 代理事長

第 45 代理事長
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2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

「みんなでミュージカルをつくる会」「ZENT-YOYO-CLUB」を立ち上げ 45 周年記念事
業ミュージカル「カッパ神隠し伝説～そして見つけたものは」を開催した創立 45 周
年式典を行った。公開例会「考えよう岩手中部地域の未来像」を行った。地域社会
発展のためのひとづくりを目指した人材育成事業の人間力開発セミナーを年間通し
て開催した。

NPO 法人花巻文化村協議会、早池峰の里元気倶楽部などの方の協力を得て「みんな
で探検！イーハトーブの国」と題して大迫で魚釣り・山菜取り・化石発掘など自然
の豊かさを体験し南部杜氏伝承館、成島毘沙門堂などの文化遺産をめぐり地域を深
く理解した。１市３町青年団体による合同勉強会を開催した。OB 先輩をお招きして
の経営セミナーを開催した第 33 回岩手ブロック会員大会への移動例会を行った。そ
ば作りを体験し食の大切さを子供たちに伝えた。

花巻市長選挙公開討論会を行った。心の教育セミナーの開催100% 例会となった OB
交流例会を開催した。経営者セミナー「乱世に求められるリーダーの条件」を行った。

「心の共育セミナー」と題して子を持つ親を対象にしたセミナーを開催した。「リレー
ションシップ」というキーワードの下 OB 交流会を開催しこれまでの歴史とこれから
の JC を融合させ新たな JC のありかたを模索した。

花巻で起業し成功されている方々を招いて経営セミナーを行った。経済産業省の企
業家教育推進事業である「トレーディングゲーム」を行った。地域教育として武士
道を題材にしての道徳教育事業を開催した。地球市民育成のための「そばコンクエ
スト」を開催した。宮古の地で行われた東北地区協議会東北青年フォーラムの全面
支援を行った。仙台の球場にて花巻名物わんこそばを振る舞い花巻の魅力を発信し
た。

1 市 3 町合併後初の市長選挙で花巻市長選挙公開討論会を 4 回開催した。3 か月連続
で行われたビジネス構想セミナーを行った。東北楽天ゴールデンイーグルス球団社
長島田亨氏をお 招きし最先端のビジネスモデルを体感してい ただいた。釜石・遠野・
花巻の子供たちを集めた 「ジュニアチャレンジアカデミー」 を行った。大石新花巻市
長に「10 年後の理想の花 巻」として提言し 100 人ワークショップを行っ
た。50 周年事業へ向けた準備例会を行った。

創立 50 周年を迎えたこの年「おもいやり」「市民意識変革」「地域経済の活性化」「一
致団結」 という 4 つのコンセプトに基づき記念事業を推進 し、観光を切り口として、
花巻を「おもいやり」あ ふれるまちにしようという「10 万人イーハトーブ観光ボラ
ンティア育成計画」を展開し、市民講座を数多く開催した。そして事業の一環とし
て「わんこそばフェスティバル」を開催しました。

高校生との協働事業において、「自分たちの夢を実現しよう !」とまちを元気にする
アイデアを出し合い、「フラワーロールちゃん」を全国公募し現在のキャラクターが
生まれ、「與花祭」では 50 名を超える学生スタッフと共に市街地活性化イベントを
開催した。また、 この年の会員拡大において 30 名の熱い志を持つ新しい仲間達が増
え、日本 JC「アワード」を受賞した。

次代を担う中高生たちが素晴らしい未来を創り出すために、具体的な活動の場とし
て「はなまき UnitedChildren」を設立した。そしてこの年、「フラワーロール ちゃん」
が花巻市の公式キャラクターになった。さらに、イーハトーブフォーラム花火大会
を花巻商工会議所青年部から引き継ぐ最初の年となった。また、この年 12 年ぶりに
岩手ブロック協議会会員大会を主管した。

●スローガン

今！青年が奮起する！ 変革の時代のリーダーとして

●スローガン

やるの、やるの、みんなでやるの！

●スローガン

魂を覚醒させよう！

●スローガン

ReStart! 未来へ !

●スローガン

挑戦 ~ 威風堂々と ~

●スローガン

~飛躍 ~　- 今 踏み出そう 新たなる時代へ ! -

●スローガン

宣言実行 ~ ひとを創り まちを創り 未来を創ろう~

●スローガン

JAYCEE よ ! 品格をもて ! ~ 誇りあるまちイーハトーブ

はなまき創造を目指して~

久保田明寿

平野 雅彦

小瀬川弘樹

鎌倉 公順

塚澤 晋

瀬川 賢孝

佐々木信行

三田  啓

第 46 代理事長

第 47 代理事長

第 48 代理事長

第 49 代理事長

第 50 代理事長

第 51 代理事長

第 52 代理事長

第 53 代理事長
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2010

2011

2012

2013

2014

2015

2016

to be
continued

平成から令和へ

3 月 11 日に発災した東日本大震災の影響で、3~6 月までの例会を凍結し、復興支援
活動を行った。 7 月例会において、復興支援報告会・東北復興 チャリティーコンサー
ト in 花巻、11 月中旬に行った大槌中学校職場体験事業までの 9 ヶ月間支援活動を展
開した。そしてこの年は、30 年ぶり 2 度目となる東北地区会員大会東北青年フォー
ラムを主管、公益法人格取得という 2 大事業を行った。

創立 55 周年という数字的な節目の年というだけで無く、前年末に公益社団法人格を
取得し、「公益社団法人花巻青年会議所」としての実質的なスタートの年。
釜石青年会議所、遠野青年会議所と共に青少年育成を絡めた被災地支援事業として

「縁がつながるスマイルキャンプ」を実施するなど、これまでの運動の方向性を受け
継ぎ、当該年度なりの工夫を凝らし、青年会議所運動を展開した。

「市民の意識変革を謳うより、まずは我々自身が自己変革に務めるべきである。」と
組織内部、メンバーのボトムアップを図り、半数以上の初理事者を含む理事者の増
員を行なった。JC 運動を論ずるより、まずは JC 活動に参画し、様々なことを経験
する中で意識的に視点を変えて、能動的な JAYCEE へと成長する…その魅力的な若
者たちが展開する運動に多くの市民が共感して、志民の力による誇り高き花巻の創
造に繋がると信じ、力を費やした一年であった。

まちづくり事業として市長選挙立候補者公開討論会を開催し、200 名の市民の皆様
に参加していただいた。また合併後 5 年を迎え、市民の皆様と各地の問題点を探り、
大石 市長と合併効果の検証を行い、これからの進む道を提言した。青少年育成事業
においては、フラワーロールちゃんを絵本化し、各学校に無料配布した。またこの
年から、花巻農業高校の就職試験前の模擬面接会がスタートした。

この年は社会開発系の委員会を 5 つ設置。「感謝の気持ちを伝えよう～ありがとうプ
ロジェクト～」「美我（みが）こう花巻！！～心も体もトイレも美しく～」など、会
員と市民の方々が事業を通してふれあい、心を通わせることで心を共鳴し、ひとり
でも多くの志民を増やしていく対外的な事業を数多く展開した。会員と参加者が共
に感じ、参加者が得たものを次なる人へと繋げてゆく様子に感動すると共に、事業
への確かな手応えを感じた一年であった。

我々の想いや運動を知ってもらうため、一般市民を対象にプレゼンを実施。また、
次代を担う子どもたちを育てるため、花巻 UC の活動支援に加え、花巻てらこやの
設立支援も兼ね「学びの夏合宿 2015~ 少年少女よ、大志を抱け !~ 」を開催した。
メイン事業の「イーハトーヴハロウィンフェスタ」では、仮装した市民で溢れ、多
くの皆様に楽しんでもらえる場を創出した。

地方創生セミナー、インバウンドを想定した体験型観光事業、そしてメイン事業と
なった「Fly high 花巻 ~ 新たなる希望 ~」と、大きなテーマであった地方創生とい
う課題に向き合い、未来へ向けた処方箋を見出す事業となった。そして、「『60 周年
へ向けてビジョンを持とう』～まずは我々の意識から～」と題した例会を行い、こ
れまでの歴史を振り返るとともに未来に対する責任を自覚する機会へと繋げた。

●スローガン

守破離 ~ 地域を想い、真摯に学び、貪欲に会得し自

立を目指そう~

●スローガン

花巻を楽しく !! ~ 笑顔創造から始まるまちづくり~

●スローガン

知力 活力 和力 ~活かそう自分の底力を ! 私達自身の

ために そしてイーハトーブ花巻のために~

●スローガン

知行合一　~行動せよ 未来を拓くために~

●スローガン

強く逞しく ! そして優しくあれ ! ~ 愛する故郷のため

に、JAYCEE が起ち上がる~

●スローガン

心の共鳴 ~ 志高く 志育む JAYCEE へ ~

●スローガン

今、変革の時 !! ~ 好奇心と情熱から生まれる

『誇りあるまち花巻の創造』~

伊藤 達也 木村 直樹

小澤 憲男

赤沼 範高

高橋  要

佐藤 淑憲

髙橋 智彦

第 55 代理事長 第 59 代理事長

第 54 代理事長

第 56 代理事長

第 57 代理事長

第 58 代理事長

第 60 代理事長

2017~2021
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事 業 報 告

ACTIVITY
REPORT

2017~2021

2017

2018

2019

2020

2021

箱 﨑  陽 介

遠 藤  敦 士

上 田  直 輝

藤田甲之助

松 田  治 樹

[ 平成 29 年 ]

[ 平成 30 年 ]

[ 令和元年 ]

[ 令和 2 年 ]

[ 令和 3 年 ]

第 61 代 理事長

第 62 代 理事長

第 63 代 理事長

第 64 代 理事長

第 65 代 理事長
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第 61 代 理事長

箱﨑 陽介
Y o s u k e  H a k o z a k i

志高き行動が新たな価値を創造し、

光輝く未来への礎となる

一、６０周年記念誌の発刊

一、６０周年記念式典の挙行

一、６０周年記念事業の開催

一、社会的啓発を盛り込んだ青少年育成事業

一、災害に備えた防災啓発事業

一、発災に伴う災害復旧・復興支援体制の確立

一、わんこそば全日本大会の企画運営　

一、イーハトーブフォーラム花火大会の運営　

一、一社会人としての成長を促す会員開発事業　

一、戦略的に取り組む会員拡大事業　

一、地域に運動を効果的に発信する広報事業

　２０１７年度は創立６０周年を迎えた年でした。「為せよ　屈するなかれ　～あたらしい経験と価値創造が導く未来

への礎～」をスローガンに掲げ、運動を展開しました。中でも６０周年の事業については、テーマを「未来を担う青

少年育成の強化」と設定し、花巻市と青少年育成、定住推進、雇用拡大といった項目について連携協定を締結する運

びとなりました。花巻市とはそれまでも様々な事業で協働しておりましたが、連携協定という切り口で正式に形を作

ることができたことは、以降の運動の礎になったものと考えます。また、１０年ぶりとなる、岩手ブロック協議会会

長（木村直樹君）及び日本青年会議所委員長（髙橋智彦君）が出向した１年でもありました。両名ともに６０周年に

花を添える素晴らしい活躍で、ＬＯＭの成長に直結した出向であったと考えます。以上、述べさせていただきました

が、会員、シニアクラブ諸兄のご協力の下、関係各位のご協力を得ながら、２０１７年度を走りぬくことができました。

改めて感謝申し上げます。パンデミックの脅威や、世界情勢の不安が先行する状況ではありますが、後輩の皆様には、

明るい豊かな社会の実現の為、自身の成長の為、力強く前進していただきたいと思います。

2017 年 総 評

2017
ACTIVITY REPORT

ス ロ ー
　ガ ン

基本

理念

基本

方針
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2017 年度賀詞交歓会

7 月例会「飛び出せ！はなまきアカデミー

キャンプ～そなえる心が次代をつくる～」

創立 60 周年記念式典　祝宴の部 創立 60 周年記念式典 創立 60 周年記念事業

橋下徹講演会「全ては未来のために」

2017 年度賀詞交歓会理事長所信 第 59 回元祖わんこそば全日本大会 3 月例会「女性視点から学ぶ、成功の

イメージが導く会員拡大」

主 要 事 業

2017
組 織 図

2017 年を振り返る、歴代理事長との対談動画はコチラから

【テーマ】「出向」という仕組みがもたらした花巻青年会議所への影響とその効果

【対談者】箱﨑陽介 先輩、木村直樹 先輩、髙橋智彦 先輩
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小山真示

葛岡　孝 河邉　厳 角掛慧介 山蔭洋佑 伊藤　紘

佐藤　暢

木村直樹

平塚　圭

後藤明美

葛岡竜童

佐藤裕也

松田大毅

宮澤　岳

わんこそば・花火委員会

運営幹事
鎌田哲暢

委員

６０周０周０周周０周０周年記念誌・式典担当

副委員長
関　隼人

60周年記念事業担当

６０周０周０周周０周０周年記念誌・式典担当

委員長
○平野恵太

60周年記念事業担当

委員長
○多田孝年

菊池久範　

事務局

事務局次長
○中里真也

財政審査会議総務委員会

副委員長

広報・渉外委員会

副委員長

会員開発委員会

八重樫正太郎

松坂宏良 高橋幸也

鎌田翔太

一ノ倉良祐

千葉　希

久保田龍介

小野健太郎

藤田甲之助

小原弘明

小村田祐介 羽澤悠一

委員

伊藤芳徳

髙橋智彦

坂田欣丈 小田島敬

運営幹事

田井裕介

磯村大介

委員

室長
◎笹山　明◎菊池篤史

運営幹事

委員

菊池　朗

運営幹事
本舘央行

斉藤智広

わんこそば・花火委員会

委員
浅沼喜久

佐藤友美

佐藤朋紀

青少年育成・災害対策委員会総務委員会

副副副委委委員員員長長長副委員長

直前理事長

副理事長

広報・渉外委員会

委員長

伊藤勝紀

○伊従聡一 ○葛巻　徹

室長

総務室

委員長

渡邊典史

佐藤芳樹

玉那覇和仁

阿部大輔

○黒川巧朗

会員拡大委員会

副委員長

委員

委員

菊池清巳

副委員長

日本ＪＣ

運営幹事 運営幹事
○高橋勇気

○高野橋直也

委員

委員長 委員長

副委員長
委員長

笹木龍大郎

松田浩勇

出向者

東北地区協議会

副議長
○有賀靖浩

岩手ブロッククク

６０周０周０周周０周０周年特別室

副理事長
◎上田直輝

総務室

◎照井孝輔 ◎安部修司
副理事長

社会開発室

財政審査会議

議長

会員開発委員会

委員長

会員拡大委員会 事務局 財政審査会議

伊藤 勝紀　

○小瀬川真 ○宮沢伴一

会員開発室

○松田治樹
事務局長

○本宿慈洋

副理事長
◎晴山正基

出向担当常任理事

◎西村俊昭

伊藤勝正

山田真之
副委員長

青少年育成・復興支援委員会

委員長

◎藤田甲之助

伊藤俊樹

運営幹事

６０周０周０周周０周０周年特別室

室長
◎髙橋大樹

会員開発室

室長
◎高橋佳志

社会開発室

総会

常任理事会

◎遠藤敦士

◎常任理事者
○理事者

顧問

木村直樹

専務理事

理事長

◎箱﨑陽介

佐藤慎太郎

大垰博昭
佐藤　暢八木秀哉

選挙管理委員会監事

理事会



第 62 代 理事長

遠藤 敦士
A t s u s h i  E n d o

価値ある出会いが導く「軌繋」溢れる

「誇りあるまち花巻の創造」

一、主体性と自立性を育む青少年育成事業

一、助け合いの心を育む災害対策事業

一、わんこそば全日本大会の企画運営

一、イーハトーブフォーラム花火大会の運営

一、繋がりを深める会員開発事業

一、新たな出会いを創る会員拡大事業

一、２０１０年代運動指針の検証

一、効果的に情報を発信する広報事業

　前年度に創立６０周年という節目を迎え６５周年、７０周年へ向けて更に飛躍していく為に、いま一度足元を見直し６０年の

伝統を守りつつ、新たな挑戦をしていく大切な年だと考え、２０１８年度は「軌繋～出会いの価値を高め、自身の成長へ繋げる！

～」をスローガンに掲げ、これまで繋がりを持った人々やまちへの想いを大切にすることで組織の成長を促し地域に必要とされ

る組織を目指しました。なかでも広報、世代間交流、地域連携の３つに重きを置き事業を構築し、広報では情報発信の重要性を

改めて学び、適切に情報を伝える我々の活動が多くの市民に周知されることを目指しました。世代間交流では「花巻こども防災

フェス」を開催し、小学生、高校生、自衛隊、花巻中央消防署など多くの世代と団体が連携して防災を通じて学びと交流の機会

を創出しました。地域連携では「イーハトーブハロウィンフェスタ」をどでびっくり市と協働開催し多く市民に参加いただきま

した。様々な人や団体と共に活動することでより多くの人にＪＣの活動を伝えられ、幅広い世代に有益な事業が行えると強く感

じる一年間でした。現役メンバーには、これまで当たり前に出来たことが出来ない現状に苦悩しながら事業を構築しているかと

思います。こんな時だからこそＪＣをできる環境にいられることに感謝して楽しんで活動して下さい。自分達が本当に必要だと

感じる事業は地域の人々にその想いが必ず伝わるはずです。

　最後に２０１８年度の運動に対し、ご理解とご協力いただきました企業や団体そして先輩諸兄に改めて御礼申し上げます。

2018 年 総 評

2018
ACTIVITY REPORT

ス ロ ー
　ガ ン

基本

理念

基本

方針
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◎常任理事者
○理事者

2018 年度賀詞交歓会

6 月例会「未来への提言～ 2020 年代花巻

青年会議所運動に向けて～」

7 月例会「花巻こども防災フェス 2018」 8 月委員会事業「イーハトーブフォーラ

ム 2018」
10 月例会「2018 イーハトーブハロウィ

ンフェスタ～アートで花巻をもっとみん

なの街に」

2 月例会「出会いが導く異業種交流会」 4 月例会「為すことから生まれる繋がり

を生かす人間へ」

5 月例会「市井の気持ちをキャッチする

フレーズ作り」

主 要 事 業

2018
組 織 図

2018 年を振り返る、歴代理事長との対談動画はコチラから

【テーマ】制度や当たり前を変え、組織により良い変化をもたらす～多様な人財が

活躍できる社会へ～

【対談者】遠藤敦士 先輩、佐藤美代子 先輩、髙橋さくら 君
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第 63 代 理事長

上田 直輝
N a o k i  U e d a

一生懸命な姿勢から地域を想い誰もが光り

輝き続ける「誇りあるまち花巻の創造」

一、志高き人材との出会いを創造する会員拡大

一、親子の絆の重要性を育むひとづくり事業

一、自立性や主体性を育む青少年育成事業

一、ＪＡＹＣＥＥが地域を牽引する会員開発事業

一、地域を越えた繋がりを成す組織力の進化

一、地域創生を推進する地域の宝創造事業

一、地域の魅力を創造するまちづくり事業

一、組織のブランディング構築を目指す広報戦略　　

　　事業

　２０１９年を振り返り様々な事業を展開してきた中で、テーマである「連携」「協働」に添える事業は、高橋豊会頭

をはじめとします花巻商工会議所や花巻ＪＣシニアクラブの御協力のもと花巻市、平塚市姉妹提携３５周年の本年に、

平塚青年会議所と友好ＪＣを締結し、新たに力強いパートナーシップを構築したことであります。もちろん、パートナー

シップの構築がゴールではなく、その目的の先にある組織力の更なる進化を遂げるためであります。各々の地域で切

磋琢磨し、地域と密着した連携を構築している全国組織のネットワークは、個々の意識向上や情報共有において、間

違いなく高い付加価値を提供することになると考えました。友好ＪＣからお互いの経験と知恵を活かし、災害時によ

る地域連携や組織内の意識を整え、有益的連携から花巻青年会議所の未知なる可能性を追求できると信じております。

　今後の花巻青年会議所へ期待したいことは、日々の小さな喜びを大切にし、足元の現実を少しずつ積み重ねていく

ことが明るい未来を描き、ひとやまちのために貢献し続けることが、人としての生きている価値であり組織としての

存在価値であると私は思います。６５年間という歴史を繋いできたその時代を担う主役達が輝き続けられるのは、家

族も「協働」しているという事を忘れず、今の時代を一生懸命に楽しんでください。

2019 年 総 評

2019
ACTIVITY REPORT

ス ロ ー
　ガ ン

基本

理念

基本

方針
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2019 年度賀詞交歓会 理事長所信

7 月例会「やるぞ！ 50km ！！燦々と輝く

新しい未来へみんなで歩み続けよう」

8 月委員会事業「イーハトーブフォーラ

ム 2019」

10 月例会「イーハトーブハロウィンフェ

スタ 2019」
令和元年台風第 19 号災害　宮古市災害

ボランティア

3 月例会「異業種交流会～これからのビジ

ネスの流行はここにある！～」

4 月例会「平成最後の大運動会」 6 月例会「絆が輝く親子トレッキング
2019」※悪天候につき、代替事業「親子カ
ルタ交流会＆ 50km ウォーク壮行会」を実施

主 要 事 業

高橋宏樹

佐藤俊隆

高野橋朋子
宮川昌平
神山俊介

熊谷大輔

伊藤 翼
小野裕輝
小野寺理

高橋 和也 新田哲大

髙橋英明

佐藤 貴哉

佐藤 寛明 平賀 勝規 菊池 直行

下坂 大夢

千葉 伸司

佐々木 仁

小村田裕介

委員 委員委員
傳野千歳 伊藤紘 有賀靖浩 松田浩勇

副理事長

◎高野橋直也

運営幹事

社会開発室
（ひとづくり担当）

室長

◎宮沢伴一

委員長

副委員長副委員長

○髙橋和矢

社会開発室
（ひとづくり担当）

副理事長

◎藤田甲之助

総務室

副理事長

◎松田治樹

運営幹事

菊池浩太関隼人
委員

親子の絆委員会

板垣和郎
委員
佐藤晃大

小瀬川真

阿部是眞
委員

本宿慈洋

黒川巧朗 阿部大輔 照井博文

財政審査会議

○戸来律子

総務委員会 青少年育成委員会

副委員長副委員長

運営幹事

副委員長

○佐藤陽介

委員長

○髙橋さくら

広報委員会

委員長

○平野恵太

広報委員会

総務委員会

地域の宝委員会

担当常任理事

委員

○萬琢馬

事務局次長

事務局

○黑須修一

副議長

財政審査会議

担当常任理事 議長

◎葛岡竜童 ◎西村俊昭

事務局 財政審査会議

専務理事

副理事長

選挙管理委員会

事務局長

副委員長

関隼人

◎伊従聡一

直前理事長
遠藤敦士

委員長

○高橋勇気

会員開発室

委員長

◎伊藤芳徳

会員開発委員会 組織力進化委員会

◎安部修司

理事長

◎上田直輝

地域の宝委員会

委員長

室長

○松坂宏良

木村直樹

会員拡大委員会

担当常任理事

社会開発室
（まちづくり担当）

顧問

総会

常任理事会

理事会

まちづくり委員会

委員長わんこそば担当
委員長

◎渡邊典史

○多田孝年 ○鎌田哲暢

葛岡孝

会員拡大委員会

会員拡大委員会

◎佐藤慎太郎

花火担当
委員長

○菊池久範

わんこそば担当
副委員長

◎本舘央行

監事

晴山正基

照井孝輔

選挙管理委員会

久保田龍介

担当常任理事

社会開発室
（まちづくり担当）

総務委員会

担当常任理事

◎中里真也

広報委員会

担当常任理事

◎笹木龍大郎

佐藤朋紀

青少年育成委員会

運営幹事

花火担当
副委員長

角掛慧介

○髙橋幸也 ○佐藤芳樹

まちづくり委員会 地域の宝委員会

畠山史成

後藤明美

組織力進化委員会

委員長 委員長

髙橋大樹

会員開発委員会

副委員長 副委員長

小山真示 早野こずえ

会員開発委員会 組織力進化委員会

運営幹事

親子の絆委員会

伊藤俊樹

運営幹事運営幹事

佐藤裕也

運営幹事

副委員長

伊藤勇弥 河邉巌 佐々木仁 菊池美穂 髙橋正行

運営幹事

磯村大介

松阪廣剛

小原弘明

岩舘光

平塚圭

委員 委員
久保田龍介横島宏樹八重樫正太郎

木村直樹
委員

◎常任理事者
○理事者

2019
組 織 図

2019 年を振り返る、歴代理事長との対談動画はコチラから

【テーマ】平塚青年会議所との友好 JC 締結から見る、つながりがもたらす地域の

未来とは

【対談者】上田直輝 先輩、常盤健嗣 神奈川ブロック協議会会長、花田慎介 平塚青

年会議所理事長、安部修司 理事長
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第 64 代 理事長

藤田甲之助
K o n o s u k e  F u j i t a

誰一人取り残さない持続可能な

「誇りあるまち花巻の創造」

一、成熟した社会から持続可能な社会の実現 

一、女性活躍加速のためのフェアネスの高い社会

　　の構築

一、地域課題解決型のイノベーションから活気あふ

　　れる社会の実現

一、スポーツ振興で共生社会を実現

一、持続可能な未来に向けた２０２０年代運動指針

　　の策定

一、地域を担う若者へのダイバーシティ教育の推進

一、先駆者たる人材の発掘・成長と発展の機会の

　　提供

　２０２０年は「時流を読んで、先駆けよう。」をスローガンに掲げ、会員９４名と共に一年間、活動や運動を行わせて頂

きました。

　この年は日本青年会議所の会頭に東北から輩出され、東北中の青年会議所にとってチャンスの一年となる一方で、１月に

日本国内で新型コロナウィルス感染症による最初の感染者が確認され全国に広がる等、社会情勢が大きく変化する年となり

ました。

　また、ＳＤＧｓを大きく推進する年として各例会では、多くのステークホルダーとの連携や協働で地域課題と環境・社会・

経済を照らし合わせながら、多くの事業を展開してきました。事業の計画段階から、産官学勤労言による専門的な見地から

多くのエビデンスを頂き、地域のリソースを見つめ直し、青年らしい意思決定のスピードで目まぐるしく変化する社会に向

き合ってきた一年でありました。

　社会情勢が大きく変化する程、青年会議所の存在価値は高まります。自分たちの予算で自分たちで意思決定を下し、青年

たちによる圧倒的な行動力で課題に立ち向かえる団体は唯一無二の団体であると信じています。

青年としての英知と勇気と情熱を持って今後も迫りくる様々な課題と向き合い、この地域に必要とされる組織として、明る

い豊かな社会の実現のために歩を進めて頂ければと思います。

2020 年 総 評

2020
ACTIVITY REPORT

ス ロ ー
　ガ ン

基本

理念

基本

方針
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第 62 回元祖わんこそば全日本大会

手作りマスク配布事業　～広げよう支援

の輪～

未来デザイン　地方創生花巻政策アイ

デアコンテスト

FUTURE　SDGs から未来を読み解く 手指消毒用アルコール配布事業、ASPAC

にノミネート

花巻市へ手指消毒用アルコールを寄贈 手指消毒用アルコール配布事業 2 月例会「LETS GO TO “KAKUDAI”
～誰ひとり取り残さない拡大運動を目指
して～」

社 会 Ｇ社 会 Ｇ

地 域 Ｇ

委 員
佐藤朋紀
髙橋宏樹
岩舘和史

委 員

八重樫正太郎

運営幹事 安部晃司
宮川昌平

事 務 局
事務局長 事務局次長
○佐藤貴哉 ○神山俊介 ○佐藤敬文

運営幹事
○平賀勝規 平野恵太

財政審査会議
副議長
○小原弘明 佐々木遼

委 員

委 員 長

運営幹事 小原朋久
菊池浩太

渉外委員会
副委員長 委 員
磯村大介 熊谷大輔 菅原翔太

委 員 長
○髙橋和也

運営幹事
小山真示

総務広報委員会
副委員長
岩舘　光 河邉　厳

委 員
小野寺克仁

○黑須修一

髙橋和矢

副委員長
高橋勇気 髙橋大樹
運営幹事 伊藤勇弥

委 員
小村田裕介

副委員長 委 員
本舘央行 佐藤晃大

○阿部大輔

多田孝年

副委員長 委 員

運営幹事 平嶋孔輝

運営幹事

阿部是眞

松坂廣剛
ＳＤＧｓ推進委員会

照井博文

松田浩勇
○佐々木仁 千葉伸司 太田　希

スポーツ振興委員会
副委員長 委 員
小瀬川真 板垣和郎 伊藤　翼

副委員長
佐藤晴彦

委 員

委 員
後藤明美 藤井真紀子

運動指針策定委員会
副委員長
佐藤　隼

常任理事会

委 員 長

○伊藤俊樹

◎佐藤芳樹

専務補佐兼
財政審査会議議長

副理事長 担当常任理事
◎葛岡竜童 ◎髙橋幸也

専務理事

◎松坂宏良

◎藤田甲之助

副理事長 担当常任理事
◎伊従聡一 ◎佐藤陽介

会員拡大委員会

青少年Ｇ

会員開発Ｇ

青少年Ｇ

会員開発Ｇ

青少年育成委員会

委 員 長

理 事 会

副委員長
西村俊昭

平野恵太

会員開発委員会

監 事
委員長

照井孝輔
小瀬川真

伊藤芳徳

選挙管理委員会

直前理事長
上田直輝

◎安部修司 ◎菊池久範
副理事長 担当常任理事

委 員 長

委 員 長

委 員 長

理 事 長

地 域 Ｇ

○小野寺理
委 員 長

運営幹事 佐藤寛明 八森　寛
○下坂大夢 角掛慧介
委 員 長

及川麗翠

鎌田哲暢

○小國奎馬

運営幹事
本宿慈洋

金澤堅哉

葛岡　孝
総 会

◎松田治樹 ◎髙橋さくら
副理事長 担当常任理事

○髙橋正行

副委員長

運営幹事
笹木龍大郎

菊池直行

女性活躍推進委員会

まちの活気推進委員会
副委員長

委 員 長

◎常任理事者
○理事者

2020
組 織 図

主 要 事 業

2020 年を振り返る、歴代理事長との対談動画はコチラから

【テーマ】時流を読んで先駆ける組織とは～運動の興し方～

【対談者】藤田甲之助 先輩、阿部徹 東北地区協議会会長
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笑顔溢れる持続可能な

「誇りあるまち花巻の創造」

一、未来の価値を生み出す持続可能な社会の実現

一、多様な人財が活躍する環境の構築

一、健康を支え、守るための社会環境の整備

一、未来を切り開く子ども達の育成

一、魅力と資源を活かした持続可能なまちづくり

一、時代に即した会員の資質向上・人財の発掘と

　　組織変革

一、組織のブランドを高める広報

　２０２１年度は「未来も笑顔に‼」～笑顔を紡ぎ魅力的で持続可能な花巻へ～をスローガンに掲げ、人と地域を結ぶ笑顔の

力から、まちにより良い変化をもたらす運動を目指し活動致しました。

コロナ禍２年目という事で、変化に対応しながらも花巻に多くの笑顔を咲かせる運動、活動を行えましたことに深く感謝申し

上げます。

　花巻に対する愛着やエンゲージメントを高める「スマイルフェス」では、様々な団体の皆様と連携、協働し花巻の魅力を育

み地域内外へ発信致しました。「未来へカケル文化祭」では、次代を担う子供たちの今後必要とされる能力を磨き、意識を変え

ていくため高校生が主体的に学び考え、花巻のまちづくりや実際の仕事に触れ、自らの夢に向かい取り組む力が育まれました。

　今後起こりうる災害に備え、そして共生社会推進に向けた包括的連携を図るため花巻市社会福祉協議会様との連携協定を結

び、学校法人富士大学様とまちづくりや青少年の育成、ＳＤＧｓの取り組みに対する包括的連携を図る連携協定を結ばせて頂

きました。

　今後の花巻青年会議所を支えるメンバーの皆様には、目まぐるしく情勢が変わりゆく中だからこそ、社会に大きなインパク

トをもたらす運動が求められます。一つの転機である節目の年に、これまで紡いでこられた歴史に感謝し、共感をもたらすビ

ジョンを描き、魅力ある組織へ進化して頂ければと思います。移りゆく時代の中挑戦を積み重ね、多くの共感を集め未来を創

りましょう。必ず地域により良い変化を起こすことができると信じております。

2021
ACTIVITY REPORT

ス ロ ー
　ガ ン

基本

理念

基本

方針

2021 年 総 評

第 65 代 理事長

松田 治樹
H a r u k i  M a t s u d a
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2 月例会「花巻イノベーションつくーる

～イノーバの気づきと築き～」

6 月例会「スマイルフェス～笑顔から生ま

れる新しい花巻の未来～」

7 月例会「花巻の魅力、再発見～希望郷

はなまき、ともに輝ける未来へ～」

10 月例会「夢の橋・未来へカケル文化

祭～君の夢が未来に繋がるように～」
ほがらかグループ様からの寄付金贈呈式

3 月例会「大切な人へ私が出来る事」 2021 年度 JC カップ U-11 少年少女サッ

カー全国大会花巻地区予選大会

5 月例会「HANAMAKI de ！ きらめき！

～自分発見プロジェクト～」

  佐々木  和也  高橋　勇気

広報幹事副委員長

〇佐藤　晴彦   菊池　直行

〇髙橋　和也

広報幹事

  髙橋 宏樹

  阿部 健〇佐藤 敬文

副委員長

  佐藤 芳樹

  志田 健雄

西村　俊昭

◎小國　奎馬

理 事 長

◎松田　治樹

直前理事長

藤田　甲之助

  佐藤　晃大

事務局次長

  晴山 貴宏
運営幹事 広報幹事

  髙橋　和矢

  後藤　明美

  藤原　徹也   上関　 伸二

社会開発委員会

副理事長

担当常任理事

◎伊従　聡一

◎下坂　大夢

社 会 Ｇ

◎菊池　久範 ◎髙橋　幸也

担当常任理事

  平野　貴行

地域の未来創造委員会 委 員

委 員

  及川　麗翠

佐々木 大地

社会変革委員会 委 員

人財開発委員会

  村本 茉衣子

  佐々木 雄泰   佐藤 寛明

  佐藤　朋紀   伊藤　龍志

　　菅村　宗徳   小田島  啓吾

  鎌田　冬樹
  堀川 公業

組織戦略委員会組 織 Ｇ

地 域 Ｇ

  佐藤　仁勇
  松田　　 忠

  八重樫 正太郎   木村  優莉紅

  照井　博文
  熊谷　大輔

地域の未来創造委員会

副理事長 担当常任理事

総 会

監 事
委員長

伊藤　芳徳

組織戦略委員会

選挙管理委員会

  小原 晃平

委 員 長
〇平嶋　孔輝

  伊藤　勇弥 鎌田 惇矢

広報幹事
  千葉 伸司
運営幹事   小村田 裕介   髙橋　　  德

  河邉　　 巌   齋藤　 重貴

  志田藤　翔平
  八森　　 寛   新田 真理子
  小野寺  克仁 菊池　  潤一

  平 野  正一郎
  安部　晃司 髙橋　寛基
  松田　浩勇

  宮川　昌平 吉田 和恭
  佐々木 　遼　 久保田龍元

  岩舘 和史   畠山　遼太郎

副委員長 広報幹事

〇神山　俊介   小原　遼大

委 員 長 運営幹事

副理事長

担当常任理事

社会変革委員会

◎安部　修司

  寺田　晴美 佐藤　貴也

社会開発委員会 委 員
  角掛　慧介

◎黑須　修一

担当常任理事

人財開発委員会

委 員

葛岡　竜童

  吉田　 修

副理事長

財政審査会議

副委員長
千葉　伸司

理 事 会

常任理事会

髙橋　和矢

副議長

専 務 Ｇ

事務局長

議長
〇佐藤   隼

◎笹木　龍大郎

広報局長
〇小原　朋久

委 員
               菅 野　篤史

  伊藤　俊樹
広報局次長 委員

  板垣　和郎

◎髙橋　さくら
常務理事

財政審査会議

専 務 Ｇ

専務理事
◎照井　孝輔

  髙橋 大樹

拡大特別委員会

開 発 Ｇ

委 員 長 副委員長
  野村   渉

◎松坂　宏良

副委員長◎佐藤　陽介   伊藤　　 翼 藤原　　  誉

事 務 局

〇岩舘 光

            ○ 菅原　翔太

拡大特別委員会

担当常任理事
◎佐藤　貴哉

広報局

  金子　雄大

  加藤　  幸代

委 員 長 運営幹事

委 員 長 運営幹事

  戸田　誠治   鎌田  真奈美

〇金澤　堅哉   髙橋 正行

委 員 長 運営幹事

副委員長 広報幹事

◎常任理事者
○理事者

2021
組 織 図

主 要 事 業

2021 年を振り返る、歴代理事長との対談動画はコチラから

【テーマ】青年会議所運動が青少年へもたらす影響とは

【対談者】松田治樹 直前理事長、10 月例会「夢の橋・未来へカケル文化祭」に参

画した若者たち
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連携協定紹介

COOPERATION
AGREEMENT

花 巻 市

花巻市社会福祉協議会

富 士 大 学

社会福祉法人

学校法人

公益社団法人

平塚青年会議所

JCI 平塚 × JCI 花巻 対談

JCI HANAMAKI 65TH ACP 35



花 巻 市

相互に密接した連携を図り、地域の諸課題に協働して対応することに

より地方創生を推進するとともに、地域社会の発展と地域の人材育成

に寄与すること。

【締結日】

２０１７年１０月２２日

花巻市社会福祉協議会

❶防災及び被災者支援に関する研修及び訓練等に関する情報の相互提供及び相互の参

加推進

❷地域共生社会の推進に向けた取り組みに関する情報の相互提供及び相互の参加推進

❸双方の事業及び活動についての広報に関する相互連携

【締結日】

２０２１年８月２４日

01.
目　的

目　的

連携事項

連携事項

❶ 花巻市への定住及び就労支援並びに雇用の場の拡大に関すること

❷ 青少年育成に関すること

❸ ❶及び❷以外で、目的を達成するために必要な事項に関すること

花巻市内における災害時において、甲が被災者等を対象として支援活動を実施

する災害ボランティアセンター（以下、「災害ＶＣ」という）を設置・運営す

る時に乙が迅速かつ効果的に支援を実施できるよう必要な事項を定めること、

その他の包括的な連携を図ることを目的とする。

❶被災状況や災害ボランティア活動支援に関する情報等の収集及び提供

❷災害ボランティア活動支援用物資等の調達及び仕分輸送の協力

❸災害ボランティアセンターの運営への人的支援

（平常時の活動への協力等）

02.
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平塚青年会議所

花巻市と平塚市は昭和５９年に友好都市として締結し、平成７年には災害

時相互応援に関する締結をしている。この行政間の交流を基調に、品格あ

る青年が広域に連携をするため。

【締結日】

２０１９年９月２０日

富 士 大 学
【締結日】

２０２１年９月９日

地域課題を解決し地域社会の持続的発展を図ることを目的に、産業、学術・

文化、教育、人材育成の各分野に係る包括的連携に関する協定を締結する。

03.

04.
目　的

目　的

連携事項

連携事項

❶地域産業振興に向けた産学連携の推進と人材育成に関すること

❷地域づくり・まちづくりなど地域活性化の推進に関すること

❸地域企業のＳＤＧｓへの取り組みの促進に関すること

❹循環型環境重視型社会づくりに向けた諸課題への対応に関すること

❺地域の青少年の健全な育成に関すること

❻広報の相互連携に関すること

❼その他教育・学術・文化の振興に寄与する事項の推進に関すること

❶それぞれの組織の更なる進化に向けて会員同士の交流を通じ、顔の見え

る協働関係を発展させ、友好青年会議所として締結に合意するものとする

❷災害発生時の情報共有及び人的協力や物的支援

❸復興期における被災者に対する支援活動

❹防災・減災に繋がる経験と知識の共有
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JCI DIALOGUE 2022
平塚 花巻×
平塚青年会議所との友好青年会議所締結から見る、つながりが

もたらす地域の未来とは

平塚市と花巻市の友好都市 35 周年、そして平塚青年会議所 60 周年という節目の年である 2019 年

に、平塚青年会議所と花巻青年会議所とで友好青年会議所（以下、友好 JC）を締結した。災害発生

時の情報共有や人的・物的支援、復興期における被災者支援、防災・減災の経験・知識の共有など、

災害時に関する項目が大きな割合を占めるが、それぞれの組織の更なる進化に向けた会員同士の交

流と顔の見える協働関係の発展に向けて締結している。

ー安部ー
2019 年、上田理事長の元で専務理事をしていまして、その当時初めて平

塚の地を訪れたときに、出向とも違う、LOM 同士・メンバー同士のつな

がりが生まれてくるのかなとワクワク感を感じていました。

出向者であれば、出向先で他のブロックや地区のメンバーとの交流の機会

があるわけですが、全員が出向出来るわけではない中で、メンバー同士の

つながりを持てるというのは、この友好 JC がもたらしてくれることなの

ではないかと思いました。

締結に至ったときの想いをぜひ常盤会長からもお聞きしたいです。

ー常盤ー
とにかく単独で何かやろうとしてもその可能性は広がらないと思ってい

て、これからメンバー同士、良くも悪くも刺激し合える関係が生まれてい

くことが、メンバーの成長につながるのではないか？ということは強く感

じていました。

今では、花巻青年会議所も会員拡大を頑張られているのを見て、平塚青年

会議所もやっていかなければいけないなと思うなど、お互いを励ましあっ

たり刺激しあったり出来る関係になっています。ここまでしていただけた

のは、私や上田先輩以降の理事長たちやメンバー同士のつながりがあった

からこそだと思っています。

友好 JC 締結への思い、そして現在

JCI HANAMAKI 65TH ACP 38

常盤 健嗣

神奈川ブロック協議会会長

（平塚青年会議所第 61 代理事長）



ー上田ー
これまで、京都会議やサマコンなどの各種大会には、花巻のメンバーで行っ

て、花巻のメンバーで懇親して、花巻のメンバーで帰る、というものでし

たが、2019 年、平塚青年会議所のみなさんと親睦を深めることが出来て、

そこでお互いの LOM の情報を交換できるようになったのも友好 JC 締結

の魅力の 1 つだなと感じています。

当時、「組織力の進化」という言葉を使ったのですが、個人や組織が成長

していくためには、新たなことにどんどん向き合っていかなければならな

いと思っているので、防災だけではなく、メンバー同士の交流というのも

力を入れたいなと思っていました。

ー花田ー
入会年度 3 年未満のメンバーが半分以上を占めているのですが、コロナに

なって、渉外を経験していないメンバーがほとんどです。「県外にも JC っ

てあるのかな？」となかなか実感できないメンバーがいるのです。昨年度、

WEB ではありましたが、両 LOM で研修を行ないました。JC という共通

言語の中で研修が出来る、お話が出来る、という機会が新鮮だったようで、

交流の場があると、モチベーションアップにつながっていくのではないか

なと思います。

実際に私も 2019 年当時モチベーションが上がった 1 人なので、こういう

経験が出来たというのを後世に伝えていきたいですし、それは当時の理事

長をはじめとする関わったみなさんの想いの 1 つではあると思うので、メ

ンバーにつなげていきたいなと思っています。

上田 直輝
花巻青年会議所第 63 代理事長

JCI HANAMAKI 65TH ACP 39



ー安部ー
コロナという中で直接お会いする機会を作っていくことが難しい状況でし

たけれども、インターネットを使うかたちで、お互いのメンバー同士で一

緒に研修をするということや、2020 年には、平塚青年会議所の先輩であ

る河野太郎大臣との対談企画にもご協力を頂きまして、防災に限らず色ん

な場面で連携をさせていただけるような関係性をつないで来られていると

思っています。

コロナ後もメンバー同士の交流を深めて行って、よりお互いの LOM・メ

ンバーのためになる関係性を築いていけたらと思っています。

ー上田ー
少し前の話にはなりますが、東日本大震災の発災後、支援で来た自衛隊の

基地だったり、その後仮設住宅が設置されたり、沿岸の子どもたちは学校

の校庭で自由に遊ぶことが出来ない状態が続いていました。そこで、その

当時、沿岸部の子どもたちを花巻に呼んでキャンプなどをしたのですが、

その場所というのが「平塚交流の森」という場所でした。平塚と花巻って

ずっとつながっていて、青年会議所としても活用させてもらっています。

今後、平塚の子どもたちを招待して花巻の子どもたちと遊ばせる、という

交流の仕方も面白いなと思いますよね。

ー常盤ー
たしかに、メンバー同士の交流がまずは第一だと思うんですけど、友好都

市というそもそものつながりがあるので、次のステップとしてまちへの発

展というのもしていきやすいと思います。ぜひそこへの発展を期待したい

ですね。
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花田 慎介

平塚青年会議所第 64 代理事長



安部 修司

花巻青年会議所第 66 代理事長
ー上田ー
私は、連携協定をさせてもらったその先が卒業だったので、残るメンバー

やこの連携協定がどのようになっていくのかなというのがすごく楽しみ

だったのですが、一方で、負担にだけはならないようにしようと、当時副

理事長だった伊藤芳徳 (2021 年卒 ) や常盤会長とも話をしていました。

今、現役メンバーに伝えたいのは、役職の先にあるものは、その人の一番

の成長ということです。特に委員長はつらいと感じるときが多々あります

が、平塚青年会議所にも同じように委員長がいて、同じように苦しんでい

るというのをみんなの中で思ってほしいなと思います。

小さいところで見るのではなくて、視野を広げていくことで成長する機会

がある。そういうところを意識してやって頂ければ良いのではないかなと

思います。

ー常盤ー
地域の中で地域のことを考えるのに行き詰まることってありませんか？

例えば、事業構築や議案をつくっていく中で、両 LOM での情報交換があれ

ば、それぞれ参考にし合って精度を高めていけますよね。私としては、平

塚青年会議所を花巻青年会議所のみなさんに使って頂けるように、逆に花

巻青年会議所さんを平塚のメンバーが使わせて頂けるような、そんな素晴

らしい未来にぜひ取り組んで頂きたいと、2019 年当時、友好 JC 締結をし

た理事長としての期待として本年度の両理事長にお渡ししたいと思います。

ー花田ー
私は、2020 年に LOM の専務理事を務めさせていただいたのですが、当時、

花巻では松坂宏良さんが専務理事をされていて、LOM の状況や事業、拡大

などについて月一回は必ず連絡を取り合っていました。その関係というの

は個人的なつながりかもしれませんけど、僕には花巻に親友がいるという

ことだけで岩手に来る理由のひとつになっていて、これは 2019 年にご縁を

つくっていただいたおかげじゃないかなという風に思っています。こういっ

た機会をメンバー一人一人に取りに行って頂いて、それを LOM や地域に還

元してもらうというのをみんなでやっていきたいと思っています。

ー安部ー
花田理事長が仰った通りで、出向とはまた違った、同じ地区でもブロック

でもないからこそフランクに話が出来るという関係性を非常に感じていま

す。これを私たちだけでなく、多くのメンバーにも、そういった仲間が平

塚の地にいるというのを伝えていきたいですし、感じてもらいたいですし、

そういった機会をどんどん作っていかなければいけないなというのを感じ

ているところです。

本来であればこちらからお伺いするべきところを、花巻までお越しいただ

けるというこの関係性・絆をつくっていただいた常盤会長と上田先輩には

非常に感謝しております。この 2019 年の友好 JC 締結というのが両 LOM に

もたらしたものというのは大きな財産だと思いますし、この価値が増して

いくようにこれから私たちがやっていかなければなりませんし、それがメ

ンバーの成長につながる、それぞれの地域のためにつながっていく、とい

う風な関係にしていければと思います。

平塚×花巻の未来へ

佐藤 芳樹

会員開発室担当副理事長

ファシリテーター /
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現役メンバー紹介

MEMBERS

三役 常任
執行部 監事

安部 修司

はなまき法律事務所
弁護士
入会年度 / 2012.01

理事長

松田 治樹

( 株 ) 松田製作所
専務取締役
入会年度 / 2012.01

直前理事長

佐藤 貴哉 松坂 宏良

佐藤 芳樹

( 株 ) 相庄
代表取締役社長
入会年度 / 2019.01

松坂みそ店
代表
入会年度 / 2016.08

ほめのば学習塾
代表
入会年度 / 2019.06

( 株 ) にまいばしミート
専務取締役
入会年度 / 2012.01

副理事長 65 周年特別室 副理事長 総務室

副理事長 会員開発室

葛岡 竜童菊池 久範 伊従 聡一 髙橋 さくら 神山 俊介

( 有 ) アクアサービス
代表取締役社長
入会年度 / 2016.02

( 株 ) 日本ホームスパン
専務取締役
入会年度 / 2014.06

( 有 ) 押切食品
代表取締役
入会年度 / 2013.02

( 有 ) タカハシ薬局
代表取締役
入会年度 / 2017.06

K-WORKS
代表
入会年度 / 2019.01

監事専務理事 監事 監事 65 周年特別室 担当室長

高橋 和也西村 俊昭 佐藤 敬文 黑須 修一 髙橋 大樹

( 有 ) 協栄印刷
代表取締役社長
入会年度 / 2019.01

( 有 ) 西村仏具店
代表取締役社長
入会年度 / 2011.07

( 株 ) 佐藤工務店
専務取締役
入会年度 / 2019.04

社会保険労務士法人
黒須事務所
所長
入会年度 / 2018.03

( 同 ) フォーギブ
代表社員
入会年度 / 2012.04

社会開発室 担当室長総務室 担当室長 社会開発室 担当常任理事 会員開発室 担当室長 財政審査会議 議長

下坂 大夢

( 株 ) 泉商店 / 常務取締役 
FASHIP( 株 ) / 代表取締役
入会年度 / 2019.01

出向担当理事

06

12

07

13

01

11

17

05

10

16

04

09

15

03

08

14

02

小國 奎馬
副理事長 社会開発室

2022 
INTRODUCTION
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齋藤 夏樹

Ｓファーム
営業部長
入会年度 / 2022.05

委員

65 周年
特別委員会

国際共生
委員会

27

32

18

28

33

2219

31

37 38

26

36

25

30

35

24

21

29

34

23

20

菅野 篤史戸田 誠治 佐藤 仁勇 久保田 裕己

( 株 ) 伸和光機 / 管理部次長
( 株 ) アシスト伸和 / 監査役
入会年度 / 2020.08

( 有 ) 戸田家具店
専務取締役
入会年度 / 2021.06

花巻信用金庫
支店長代理
入会年度 / 2021.01

山の神温泉　優香苑
係長
入会年度 / 2021.03

事務局 事務局長財政審査会議 副議長 事務局 事務局次長 事務局 事務局次長

新田 真理子

菅原 翔太 八重樫 正太郎 安部 晃司

( 特非 )
いわて連携復興センター
地域コーディネーター
入会年度 / 2021.01

( 株 ) 菅原工務店
二級建築士
入会年度 / 2019.03

( 株 ) 大成塗装
代表取締役
入会年度 / 2012.09

花巻市役所 東和総合支所
主事
入会年度 / 2020.01

委員長

副委員長 運営幹事 委員

上関 伸二

上関鈑金
入会年度 / 2021.08

委員

高橋 実穂

平野 貴行 三田 ともえ 吉田 和恭

住友生命保険 ( 相 )
盛岡支店　ぎんが花巻支部
入会年度 / 2022.01

平野土地家屋調査士事務所
入会年度 / 2020.03

( 株 ) アシスト
入会年度 / 2022.01

吉田仮設
営業・施工主任
入会年度 / 2021.02

委員

委員 委員 委員

髙橋 正行

衣正家
店主
入会年度 / 2019.01

委員長

高橋 勇気

鎌田 冬樹 今川 匠

( 株 ) リコーメディカル
代表取締役社長
入会年度 / 2012.06

Real Creation
代表
入会年度 / 2021.04

( 株 )KOP
事業開発マネージャー
入会年度 / 2022.01

副委員長

運営幹事 委員

及川 麗翠 熊谷 大輔 佐々木 和也

和夢（WAMON）
主事
入会年度 / 2019.03

( 株 ) フロムゼロ
入会年度 / 2019.01

四ツ目商事 ( 株 )
専務取締役
入会年度 / 2020.07

委員 委員 委員
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39

佐々木 洋平

佐々長醸造 ( 株 )
専務取締役
入会年度 / 2022.01

委員
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43

53

59

44

48

54

42

52

57

41

47

51

56

40

46

50 55

60

45 49

平野 正一郎

( 株 ) 愛吹グループ
代表取締役
入会年度 / 2021.01

委員

阿部 健 菊池 潤一 髙橋 幸也 大塚 愛美
AMG
代表
入会年度 / 2020.07

LOG / アットリンクス
入会年度 / 2021.01

ジブラルタ生命保険 ( 株 )
所長
入会年度 / 2011.02

大塚溶工
入会年度 / 2022.01

委員長 副委員長 運営幹事 委員

小野寺 克仁 鎌田 真奈美 齋藤 重貴 福田 一馬

楓左官
代表
入会年度 / 2019.07

OrdiAce
代表
入会年度 / 2021.08

入会年度 / 2021.01 ( 株 ) ぼうけん
代表取締役
入会年度 / 2022.01

委員 委員 委員 委員

金澤 堅哉

小原 晃平 村本 茉衣子 鎌田 惇矢 佐々木 遼

( 株 ) ケアート
専務取締役
入会年度 / 2020.01

花巻市役所
主任
入会年度 / 2021.08

酒のそばに男と私
入会年度 / 2020.08

丸三自動車板金塗装
代表
入会年度 / 2021.01

( 有 ) 日新自動車整備工場
営業
入会年度 / 2019.03

委員長

副委員長 運営幹事 委員 委員

宮川 昌平 畠山 智恵美

( 有 ) 宮川写真館
営業
入会年度 / 2019.01

( 有 ) イシウン工業
入会年度 / 2022.01

委員 委員

伊藤 龍志 佐藤 晴彦

( 株 ) 藤孝産業
取締役
入会年度 / 2021.01

( 一社 ) ソーシャルプラン
ニング花巻
代表理事
入会年度 / 2019.02

委員長 副委員長

佐藤 隼

( 有 ) 岩手園芸
入会年度 / 2019.04

運営幹事

小村田 裕介

( 株 ) 小村田自動車整備工場
入会年度 / 2012.02

委員

伊藤 数馬

ダスキンいとう
入会年度 / 2022.05

委員

総務
委員会

広報・渉外
委員会

環境共生
委員会
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68 6967

77 78 79 80

62 63 64

66

72 73 74 75 76

61 65

7170

笹木 龍大郎 佐藤 晃大 鈴木 亮太

( 株 ) 花果
代表取締役社長
入会年度 / 2013.01

( 株 ) 理水興業
環境事業部 業務課課長
入会年度 / 2017.02

( 株 ) 飛奏建設
取締役部長
入会年度 / 2022.03

委員 委員 委員

堀川 公業

( 株 ) 小原電気商会
専務取締役
入会年度 / 2021.08

委員

髙橋 寛基

岩舘 光 野村 渉

( 有 ) みちのく印刷
代表取締役社長
入会年度 / 2021.01

日興電気 ( 株 )
代表取締役社長
入会年度 / 2018.07

住友生命保険 ( 相 )
盛岡支社花巻南支部
支部長
入会年度 / 2020.08

委員長

副委員長 運営幹事

伊藤 勇弥 小田島 啓吾 小原 遼大

( 株 ) 不動建設 焼酎 & 地酒呑
入会年度 / 2018.05

花巻市消防本部
主任
入会年度 / 2021.06

日本住宅 ( 株 ) 北上支店所
入会年度 / 2020.08

委員 委員 委員

小原 紘

川村 佳輝

花巻市役所
主任
入会年度 / 2022.04

PROOF International
代表
入会年度 / 2020.01

委員

委員

照井 博文 吉水 明夏鹿村 祥平

( 株 ) 照甲組
取締役営業部長
入会年度 / 2017.02

狐福彫刻店
代表
入会年度 / 2022.01

( 株 ) ラグノオささき
入会年度 / 2022.05

委員 委員委員

小原 朋久

佐々木 雄泰

( 株 ) 小原建設
取締役
入会年度 / 2020.01

( 株 ) 有田屋
課長
入会年度 / 2020.03

委員長

副委員長

金子 雄大 大松 宏貴

早池峰 / アロー商会
入会年度 / 2020.04

( 株 ) 武政
入会年度 / 2022.01

運営幹事 委員

青少年育成
委員会

地域の質的
価値創造
委員会
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小野嵜 元生

ポラルクス
代表
入会年度 / 2022.05

委員

8281

角掛 慧介

三和薬肥 ( 株 )
営業管理課長
入会年度 / 2017.01

委員

佐藤 貴也

( 株 ) ガーデンリゾート
主任
入会年度 / 2021.05

委員
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93

84

88
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92

97 98

99 100

87

91

86

90

96

85

89

95

藤原 誉

( 株 ) スカイコネクション
代表取締役
入会年度 / 2021.01

委員

久保田 龍元 平嶋 孔輝 加藤 幸代

( 株 ) 久保田光学
常務取締役
入会年度 / 2021.05

アグリズム
代表
入会年度 / 2019.07

( 株 ) シナリーグランヴィーナ
代表取締役
入会年度 / 2021.08

委員長 副委員長 運営幹事

岩舘 和史

( 株 ) ジョイスニッコー
取締役部長
入会年度 / 2020.01

委員

鎌田 威 髙橋 德 藤原 徹也 坊迫 舞香

フルブラウン
代表
入会年度 / 2022.01

髙橋鉄工
代表
入会年度 / 2020.06

( 有 ) 藤原鉄工所
入会年度 / 2020.03

花巻市役所
入会年度 / 2022.04

委員 委員 委員 委員

伊藤 俊樹 志田 健雄 金子 将太

晴山 貴宏

( 株 ) 大一土地 / 代表取締役 
( 有 ) ハイツイーハトーブ
/ 取締役
入会年度 / 2014.01

志田美装
代表
入会年度 / 2021.08

Rowr
店長
入会年度 / 2022.03

農家
入会年度 / 2020.07

副委員長 運営幹事 委員

委員長

河邉 巌

( 株 )TSD
代表取締役社長
入会年度 / 2013.08

委員

志田藤 翔平 城守 大地

髙橋 宏樹 八森 寛

( 株 ) ラテン美容室（本店）
店長
入会年度 / 2021.01

花巻農業協同組合
入会年度 / 2022.01

ファミリーマート花巻
小舟渡店
店長
入会年度 / 2019.01

( 医 ) ハピネス 八森歯科医院
院長
入会年度 / 2020.01

委員 委員

委員 委員

会員開発
委員会

会員拡大
委員会
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◎：常任理事

〇：理事

角 掛　慧 介

会員拡大委員会

副委員長 委員 小 田 島　啓 吾

照 井　博 文 吉 水　明 夏

〇 小 原　朋 久 金 子　雄 大 藤 原　誉

地域の質的価値創造委員会

八 重 樫 正 太 郎 吉 田　和 恭 齋 藤　夏 樹

〇 髙 橋　寛 基 野 村　渉 小 原　遼 大 小 原　紘

青少年育成委員会

委員長

財政審査会議

委員 上 関　伸 二

菅 原　翔 太 安 部　晃 司 高 橋　実 穂

総務委員会

高 橋　勇 気 熊 谷　大 輔 佐 々 木　洋 平

委員 平 野　正 一 郎

副委員長

６５周年特別委員会

委員長 運営幹事 平 野　貴 行 三 田　と も え

〇 新 田　真 理 子

委員長 運営幹事

佐 々 木　和 也

委員

鎌 田　冬 樹

副委員長

〇 髙 橋　正 行

環境共生委員会

委員長 運営幹事 笹 木　龍 大 郎

副委員長 委員

鎌 田　真 奈 美

宮 川　昌 平

齋 藤　重 貴委員長

運営幹事 伊 藤　勇 弥

佐 藤　晃 大

川 村　佳 輝

委員長 運営幹事 下 坂　大 夢 小 野 嵜　元 生

佐 藤　晴 彦 小 村 田　裕 介 鈴 木　亮 太

副委員長 委員 堀 川　公 業

菊 池　潤 一 小 野 寺　克 仁 大 塚　愛 美

委員長

理
事
会

総
会

担当副理事長

畠 山　智 恵 美

鹿 村　祥 平

〇 伊 藤 龍 志 佐 藤　隼

伊 藤　数 馬

６５周年特別室

総務室

◎ 佐 藤　貴 哉

担当副理事長

◎ 松 坂　宏 良

社会開発室

担当室長

６５周年特別室

監　事

葛 岡　竜 童

髙 橋　さくら

担当副理事長

伊 従　聡 一

常
任
理
事
会

◎ 神 山　俊 介

総務室

◎ 西 村　俊 昭

担当室長

◎ 菊 池　久 範

財政審査会議

議長専務理事

松 田　治 樹

直前理事長

◎ 安 部　修 司

理事長

◎ 小國　奎 馬

担当副理事長

執行部

◎ 黑 須　修 一◎ 佐 藤　芳 樹

担当常任理事

◎ 佐 藤　敬 文

社会開発室

担当室長

◎ 高 橋　和 也

〇  阿 部　 健 髙 橋　幸 也

国際共生委員会

及 川　麗 翠 今 川　匠

運営幹事

福 田　一 馬

副委員長 佐 藤　貴 也

岩 舘　光

副委員長 委員

〇 金 澤 堅 哉 村 本　茉 衣 子

運営幹事

小 原　晃 平

広報・渉外委員会

鎌 田　惇 矢

佐 々 木　遼

出向担当理事

〇 下 坂　大 夢

◎ 髙 橋　大 樹

会員開発委員会

運営幹事委員長

委員長

〇 久 保 田　龍 元

副委員長

平 嶋　孔 輝

運営幹事

加 藤　幸 代

委員

髙 橋　宏 樹 金 子　将 太

岩 舘　和 史

八 森　寛

志 田 藤　翔 平

河 邉　巌 城 守　大 地

副委員長

伊 藤　俊 樹

事務局長

〇 菅 野　篤 史

副議長

〇  戸 田　誠 治

〇 佐 藤　仁 勇

事務局次長

〇 久 保 田　裕 己

事務局

事務局次長

委員委員

〇 晴 山　貴 宏 志 田　健 雄

委員

副委員長

選挙管理委員会

委員長

笹 木　龍 大 郎

社会開発室

藤 原　徹 也

髙 橋　德

鎌田　威

坊 迫　舞 香会員開発室 会員開発室

担当室長

岩 舘　光 大 松　宏 貴佐 々 木　雄 泰



花巻青年会議所は、時代とともに変わりゆく地域社会の未来を常に見据え、運動をし続け

た先輩方の努力の積み重ねによって、65 周年を迎えることが出来ました。

今回は、未来を見据え、70 周年の年に在籍している若手メンバーから「過去」「現在」「未来」

という時間軸に沿って、花巻青年会議所や自分自身についてお話しいたします。

FUTURE 
未来の花巻青年会議所に向けて

花巻青年会議所との出逢い

～入会の経緯や当時抱いた JC についてのイメージ～

K-WORKS / 2019 年入会 /

 65 周年特別室担当室長 / 1990 年生まれ

神山 俊介

ー神山ー
　入会した 2019 年は独立したタイミングでもあって、自分の人脈を広げたいという想いで

入会しました。2018 年の年末に、上田直輝先輩（当時理事長予定者）のところに行って「JC

入りたいです」と申し出ました。

　JC に入ってから、2019 年はアカデミーしかやってなかったんですけど、2020 年度の事

務局次長に佐藤貴哉君（当時事務局長予定者）から誘われて、そこから意識や考え方が変わっ

ていったなと思っています。

ー伊藤ー
　自分も自主志願をしました。2020 年度まで仙台で働いていたのですが、勤務先の社長が

仙台青年会議所の歴代理事長でした。花巻にＵターンするタイミングで社長から「花巻に

も青年会議所があるから、入ってみたらおもしろいんじゃない？」ということを言われま

して、高橋哲哉先輩に「入りたいんです」と相談したところ、メンバーの方から連絡が来

ました。

　初めて JC に参加させてもらったのが 1 月の賀詞交歓会だったのですが、どんなところか

な？と思っていたらいきなりクリードが始まって、「やばいところに入っちゃったかな？」っ

て実は最初思ってたんです。笑　でも、委員会のところに行くととてもフランクに迎え入

れてもらって、ひとまず頑張っていこうかな、と思いました。
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65 周年を迎える今、思うこと

( 株 ) 泉商店 / 2019 年入会 / 出向担当理事

1991 年生まれ

下坂 大夢

ー菅原ー
　私は、友達を増やしたい、人脈を広げたいという理由で入会しました。

本当は入会を断ろうと思っていたのですが、上田直輝先輩の事務所に行って、話をしてい

るうちに入会申込書にサインをしていました。笑

　活動をしていく中で、一緒に仕事をしてくれるパートナーの方もいらっしゃれば、お仕

事をくれる方もいらっしゃいますし、一生懸命活動していく中で仲間というか、仲良くなっ

てくれる人間関係を作っていきたいなというのはあったので、JC を使わせてもらっている

という感覚が当時も今も頭の中にあります。

ー下坂ー
　安部理事長、藤田甲之助先輩、木村直樹先輩に来てもらって、弊社の会長も同席してお

話を頂きました。翌日、安部理事長から「また行きたいです」ってご連絡頂いて。昨日お

会いしたばかりなのにまた来て頂けるってすごいなっていう思いを感じて、人を知りたいっ

ていう気持ちもあったし、花巻で友達を少しでも増やしたいなって思ったので、入会させ

て頂きました。

　入ってから一番最初に思ったのは「先輩たち、かっこいいな」と。その一方で「今（当時）

の俺はここまで出来ないな」と思ったんです。同じ状況でここまで一生懸命 JC について向

き合うって、入ったばかりのときは出来ないなと思いました。入会してみて、みんな一生

懸命こんなに頑張れるんだというのが第一印象ですね。

ー安部理事長ー
人とのつながりがみなさんを JC に導いているというのをすごく感じました。人とのつなが

りがあって初めて JC との出逢いが生まれているんだと再認識しましたし、みなさんの中で

も JC の門を叩こうと思う好奇心がそれぞれにあったんだなと思いました。

ー小國ー
歴代理事長対談を聞いて、卒業しても JC のこと思っている先輩の熱はすごいんだなと改め

て思いました。先輩方が今の 65 周年を迎える花巻 JC を作って来てくれたから、私達はこ

ういう活動が出来ているのであって、そこへの感謝というのは言葉だけじゃなくて先輩方

の行動だとか振る舞いを見ていて感じました。入会して 4 年目を迎えて「周年ってなんだ

ろう」と考えた時に、先輩の生き方のようなものを感じられる 1 年なのかなと思います。

周年の式典だけじゃなくて、準備の時間や、そこに向かっているみなさんの行動からそう

感じています。

ー伊藤ー
私自身、委員会基本方針の作成からスタートして、まず「どうやって書くのかな」という

ところからだったんですが、過去の委員会基本方針や議案を見返したときにこれだけの人

がこれだけやってきたんだなというのを感じる事が出来ました。わんこそば大会は中止に

なってしまいましたが、過去 5 年くらいの議案を見させてもらって、わんこそば大会を成

功させるために本当に夜も寝ないでやってきたんだろうなという事がすごく伝わってきま

したし、積み重ねてきたものがあって、その上に僕たちの今年 1 年があって、感謝の思い

と今年 1 年頑張れよって言われてるような感覚になりました。

ー金澤ー
ずっと同じ志を持った人たちが 65 年間絶えず続けてきたというのはすごいことなんだなという

のは率直な感想です。拡大運動しかり、 JC は慈善活動の面が大きいと思いますが、それを 65 年

間絶えずやって来られて、先輩たちも今の現役たちも皆同じ思いでずっと続いているのはすご

いことであって、誇りに感じます。やはりこれからも絶えず運動を展開していけたら一番いい

んじゃないかなという風に思っています。また、未来の話になるかもしれませんが、70 周年 75

周年に向けて重い責務を感じています。

※ 2018 年、安部理事長は財政審査会議

議長とアカデミー塾長、藤田甲之助先輩

は拡大の担当副理事長、木村直樹先輩は

顧問で委員会の所属は拡大委員会。

( 株 ) 藤考産業 / 2021 年入会

環境共生委員会委員長 / 1990 年生まれ

伊藤 龍志

ほめのば学習塾 / 2019 年入会 / 副理事長

1990 年生まれ

小國 奎馬
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( 株 ) ケアート / 2020 年入会 / 

広報・渉外委員会委員長 / 1993 年生まれ

金澤 堅哉

ー神山ー
今回この 65 周年の委員会を担当させて頂いて率直に感じるのは、65 年間本質は変わって

いないところです。クリードやミッションビジョンなどは不変的なものでしょうし、私た

ちも理事者を経験して過酷さや大変なことを 65 年やってきたんだというものを感じる中

で、様々な人と本気で議論したり仲良くなっていったりするでしょうし、そういった成長

の機会をもらって今の自分がいると考えると、今後理事者をやるであろう若い人たちに、

知ってしまったからこそきちんと伝えていく義務があると感じながら、65 周年、70 周年

の未来に向けてつなげていければなという風に感じておりました。

ー安部理事長ー
青年会議所の運動に真剣に取り組んできたその時の先輩たちが積み重ねてきたものが 65

回繰り返されてきている、その 65 回目の積み重ねをやらせていただいてる、という気持

ちになると改めて思いました。

今までは漠然と「この方々が青年会議所の先輩なんだな」と見ていたものが、「あの先輩た

ちも、これだけの思いを経験してやってきたんだな」というような気持ちを持つことが出

来る。そうなってきて初めて先輩たちへの敬意というものも自然と生まれてくると思うし、

今自分たちがやってることへの感謝の思いとして生まれてくるのかなと、皆さんのお話を

お聞きして思いました。

ー菅原ー
時代が流れて変わっていく事に合わせて、自分の考え方や組織の考え方も時代に合わせて

柔軟に変化させていければいいなと思っているところです。具体的に時代に合わせて変化

させるとはどういうことかと言うと、参加率を上げたいと考えた時に、なぜ来ないのか、

嫌だなと感じている部分があるのか、などと考えて、具体的にルールを変えたり、工夫を

したりしていけばいいと思います。そもそも仕切る人が楽しくやっていればみんな集まっ

てくると思うので、そういう変化があってもいいのではないかなと思います。

ー金澤ー
私、JC に入った時に、うちの社長の藤田甲之助先輩から「忙しい時ほど JC やれ」って言

われたんです。その言葉の意味をこの JC 生活で模索していこうとずっと思っていて、ま

だ全然答えが出せていないんですけれど、5 年後に少しでも良い答えを出せればいいのか

なと思ってます。今はもう完全に教わる立場でありますし、まだまだずっと勉強していく

ところなんですけれども、5 年経って後から入ってきた方々にしっかり伝えていけるよう

な人材になっていければなとは思っています。

ー下坂ー
65 周年の記念誌や式典のその日で終わってしまうのではなく、本当に大事なものって今後

我々が活動する中で活動を通して敬意と感謝を皆さんに伝えていくことなのかなと思って

います。そこに向かって一緒に活動してくれる仲間を増やしながら、この 5 年間走り続け

70 周年を見据えて

～未来の花巻青年会議所や自分自身に向けて～

( 株 ) 菅原工務店 / 2019 年入会 

65 周年特別委員会副委員長 / 1987 年生まれ

菅原 翔太
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ていき、皆さんに感謝と敬意を表しながら、その次の 75 周年に向けて我々の活動を見てい

ただいて、更に感謝と敬意をお伝えしていく、というイメージを持っています。

自分個人としては、今まだこの数年間はついていくことに必死で、学ぶことにも必死とい

うタイミングかなと思っていて、5 年後には JC の後輩や会社の従業員さんにもしっかり成

長を促せるような存在になっていたいなと思います。

ー小國ー
昨年一昨年は、どうにかして自分のモノにしたいとか、自分のために頑張っていきたいな

と思っていたんですが、今年副理事長をやらせていただいて、自分の考え方が変わってき

ました。自分の持ったスキルをどうやって教えようとか、人の役に立ちたいという考え方

に変わってきて、このような考え方がもっと周りの人に広がっていって、そういう個人が

集まる、いつまでも挑戦出来るような団体であり続けるといいなと思っています。

いつまでも挑戦していかなければ青年会議所もそのまま退化するのかなとも思うし、それ

は個人でも同じだと思います。 挑戦というものは自分にもメンバーにも負荷をかけなけれ

ばいけないので大変な部分もあると思います。このコロナの状況もありますが、常に挑戦

の気持ちを持っていければ 70 周年も良いものになると思っています。

ー安部理事長ー
常に今よりもより良い自分であったり、より良い地域を作って行くことの積み重ねという

ものを、この 65 周年を起点に、また 70 周年に向けて、メンバー個人や組織としても、今

よりも良い明日、良い来年へ繋げていくことが重要になってくるんだなっていうことを皆

さんの話をお聞きして思いましたし、役職という機会を与えてもらうことによって、メン

バーの成長ってすごくあるんだなと思いました。

毎年毎年組織が変わって、立場が変わっていくのは、JC の単年度制の魅力の一つだと思い

ますので、基本基礎の部分を大切にしながら皆さんと 70 周年に向けて進めていければと

思っております。

本日は長時間にわたりありがとうございました。以上で 70 周年に向けての座談会を終わり

たいと思います。ありがとうございました。

はなまき法律事務所 / 2012 年入会

理事長 / 1983 年 生まれ

聞き手 安部 修司

EVER
IMPROVING
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編集後記

公益社団法人 花巻青年会議所 創立 65 周年記念誌

発刊日 令和 4 年 6 月 26 日

発行者 公益社団法人花巻青年会議所  第 66 代理事長 安部修司

編集者 公益社団法人花巻青年会議所 65 周年特別委員会

　　　 佐藤貴哉　神山俊介　新田真理子　菅原翔太　八重樫正太郎

　　　 安部晃司　上関伸二　齋藤夏樹　高橋実穂　平野貴行　三田ともえ　吉田和恭

今回、「過去」「現在」「未来」という時間軸で記念誌の構成を致しました。

その中で、諸先輩方の努力や挑戦の積み重ねがあり、今こうして私たちは運動を推進出来ているのだと、改めて敬意と感謝の

念を抱きました。

同時に、これまで受け継がれてきた、いわゆるバトンのようなものを、わたしたちは未来へしっかりとつないでいかなければ

ならないのだと、身の引き締まる思いでいます。

最後に、記念誌発刊にあたり、多くの方々にご協力を頂きました。その全ての皆様へ敬意を表するとともに、心から感謝申し

上げます。

65 周年特別委員会　委員長　新田真理子
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